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21  一 と 言語 地 ait 

な.：：： に關 する 研究 はい 九^ 紀以 來頓に 盛に たり、 今^紀の 初に 怫 蘭^の Gilli6?u が Edlllcut の^ 力 を^て お 名 

な 佛蘭西 言語 圖卷 (L* Atlas  linguistique  de la  France) を 公に してから 一麿 その 面目 を 新に した かの 感が あるり 我 

W に 於ても 昭和の 御代の 初年から、 言語 舉 民俗 舉の 興隆と 共に 方 一一 ー：2 研究の 叫びが 漸く 學界の 間に 高まって 來て、 今日 

で は伞國 各地に 熱心な 研究者が 多く 現 はれ て來 た。 口下 の 狀 態に 於 て 殺 も 必要 だと^ はれ る の は 正しき 方言 研究 法の 

提示で ある、 この 方法論 さ へ 確立 すれば 全國の 研究 調^ を統 一 して 國語 方言 學の 樹立 を 見る の 口も必 すし も 遠く ある 

まいと^ はれる、 この 小篇の 如き は敢て その. 方法 を說 かんとす る もので はない、 た^ 擡頭し 來れ る 方言 研究 の 新潮 を 

紹介す る勞 をと る だけの 事. である リ 

「方 一一-一 II」 の 意 凝に ついては 「一 言語の 分岐せ る もの」 と 云 ふだけ は 一 致して ゐても 之に 廣狹 褪々 なる^が 行 はれて 

ゐる、 廣きは 語族 中の 一圃 語 を 指して 方 fB と 云 ひ、 狹 きは侗 人の 言語 を 指して 方言と 見る 說 さへ ある。 舉者 §1 に 於て 

も 所 ii、 階敘 方言、 地方 方 首の 二 類 を總稱 して 方言と する ものと、 地方 方 首の みに 限らん とする ものとの 兩說が ある 

所^ 階級み ず (class  Dialect) は侗 人の 鼷 する 一一： 一 G;ii 圑體の 相違に よって 起る もので 士農工商、 备 その 用語 を 異にする 

如き もの を 云 ふ。 英^の uiale; はもと 「會 話」 「話し 振」 等の 意義 を 有する 希臘； f;i から 出て 居る ので 階級 方言 を その 

中に 含む 事 は 一 應 道理で ある。 しかし Diillectclcgy  (方 H  一一  I： 學) の 對象は 地方 方言の みで 階級 方言 を 包含 しないの が 通 

例で ある、 從 つてなる ベく は 「方言」 と 云 ふ 術^ は 地方 方言に のみ 使用したい、 且、 漢語の 「方言」 は ー兀來 地方に 關 
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した 首 で 中央 東西南北の 五 方の 言語 を 意味す る ものである、 室町 時代に 行 はれた 「鄕 談」 と 云 ふ 漢語 も鄕 土の 言語 

を 指す ものである。 我々 は 漢語の 「方言」 の 本義に よって 「方言と は國 語の 一部 をな す 一地 方に 行 はれる 言語」 と 云 

ふ 定義に 從 ひたい。 卽ち 地方 方言 CLCCal  Dialect,) をのみ 意味す る ものと し、 階級 方言 は 之 を 除外して 考 へたい。 

方言 を { 疋義 して 「 一 地方に 限りて 行 はるる 言葉」 とする の は 稍 窮屈で ある。 一 地方に 行 はれる 首 葉の 中には、 人と 

か 竹と か 云 ふやうな 全國に 共通す る單語 も ある (之 も ァクセ ン ト まで 考 へれば^ 論と なる が)、 方言の： 2： 容を此 等 共通 

語 以外の ものの みに 限る 考は 世上 一般の 通念で は あるが 實は 正しくない、 か、 る 考へ方 は 方言 を 野卑な 言葉、 滑稽な 

一一 一一 口 葉と する 誤解に 導き 易い。 方言と は 「 一 地方に 限りて 行 はるる 一一 一一 〔葉」 にあら すして 「 一 地方に 行 はるる すべての 言 

葉 一 と考 へたい、 その 中には 全國 共通の もの も あるべく、 發 音に 相違 ある もの、 意義に 相違 ある もの、 全然 特殊な 土 

語 も あらう。 た^ 研究の 便宜上、 特殊 相の み を 取扱 ふこと は 便法と して 之 を 許して よい。 

1 言語 は 時と ともに 變遷 する ものであるが、 もとは 同 一 の 一一 一一 口語で も 之が 地域 を 異にして 行 はれる 場合に は 特に 言語に 

相違 を 生じ、 時の 經過 と共に その 懸隔 は 愈、 大 となり、 方言の 特殊性 は 此の 如くに して 發 達する リ これ は 交通の 少ぃ 

爲に 言語の 變遷の 仕方が 地方で 1M 一  でない 爲で、 一一 一一 口語が その 地方の 特殊事情に 應 じて 變 つて 行く ので ある。 地方 間の 

交通が 或る 事情の 爲に 頻繁と なる 場合に は 之と 反對 に、 互に 他 地方の 影響 をう けて 特殊性の 減じる 事 も ある" 明治 維 

新 以後の 國語 方言の 狀態 はこの 好き 例で ある。 しかし、 いくら 方言の 特殊性が 減じても 全國を あげて 全く 同一 な 語が 

行 はれる 革 は 決して 無い、 たぐ 特殊性が 減退す る だけで ある。 

方 一一-一 n の 研究 は 東西 共に 古代に 發 して ゐる。 西洋で は 希 臘に备 地方 言の 研究が あり、 東洋で は 支那に 周秦の 間に 糈軒 

の 使者の 方言 採桀 事業が あり、 少 くも 前 漢に捣 雄の 別國方 一一 一 n の 十三 卷が ある。 之 を 我國に 見る も 萬 葉 集に 東歌 や 防人 


歌 の 佳調 を见屮 I すまが で きる。 しかし 眞の 方言 研究と 見る. ベ きもの は、 各 I： 語 を 蒐集し 之 を 編纂す る 好尙の 起った 十 

八 世紀に 端を發 し、 十九 世紀に 獨 逸に 於て 漸く 體系を 整へ るに 至った ものと 云 はれる。 當時獨 逸に は 新しい 一一 一一 c 語 學 が 

1 方に^ 頭して 居り、 一 方で 俚 歌、 俗諦、 民譚の 類の 採集が^ であった。 1=n 語擧者 Jilccb  Grimm は 弟 を 助けて 御伽 

噺を 編纂した が 彼 は 一 八  一 二 年に 「それぐ の 個性と いふ もの は 一一 一一 I： 語界に 於ても 尊い ものと して 敬 はなければ ならな 

い。 どんな 小さい つまらない 方言で も 各自の 性質 ありのままに 置いて 他から 餘 計な 乎 を 加へ る 様な 事 をせ す、 その 侗 

^を 尊 第； する の は 望ましい ことで ある〕 何故 なれば 斯 かる 方 霄 こそ 勢力 あり 人に 重んぜられる 國語 以上に すぐれた 便 

^をき つと 隱 しもって ゐ るからで ある」 (KI 首 語 1^ 頁) と 方 雷 尊重の き C を發 して ゐる * 「今まで 丸で 顧みられ なか 

つた 民間 方 雷 を 尊重す る 様になった^ はこの グリムの 言に 於て 始めて 顯れ たもので ある」 と 「言語」 の 著者 は 附け加 

へた。 方言 研究が 言語 研究の a であり S であると 云 はれて ゐる 現代から 考へ ると 今昔の 感は ある ものの、 我國 など 

では 今 口で もこの グリ ム の 言が 素直に 受け入れられる であらう か C 

^を 云 へ ば獨 逸に はグリ ム 以前に 方言 研究家と して Kal.l  Fulda が あり、 旣に 一 七 七 一二 年に 獨逸 語の 一 一大 方言、 一 

七 八八ハ 牛に 獨逸方 雷 採集 試論の 著述 を もち、 而も 「古語 は 方言に 殘る」 と 云 ふ 見解 を も 懐いて ゐた。 この フルダの 學 

徒に は瑞 西方 言學を 著した Stalder あり、 バ ダリヤ 方言 文法 を 著した Sclimeller あり 科學的 方言 研究の 勝れた 模範 

と 云 はれて ゐる。 雨後、 獨 逸に は 方言 研究家が 輩出し、 その 論文 は 充楝汗 牛の 譬の 通り 今日に 至ってな ほ 止まない が 

近來 では^ II の實語 地理 學が獨 逸に 逆輸入 されて ゐる。 しかし、 獨 逸の 方言 研究 は 初等教育への 應 用に 於て その 特色 

が ある。 

英國 では Garnett を 以て 方 一一 目 研究の 祖 とする、 氏 は 一 七 八 九 年に 生まれて ゐ るから 英國の 研究 は獨 逸の 後塵 を稃 
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して 起った ものであるが、 - へ 九 八^-に 出版され た -Tile  Kng-lish  Dialect  Dictionary は獨 逸に も その 比 を 見ざる 大 

方言 辭書 である。 この 辭 書の 完成に は英國 方言 協會と 云ふ大 なる 背景が あった。 協會は 語源 研究 を 以て 有名な ylsat 

敎授の 主 g: によって 一 八 七： 年、 劍樯 大學： に 創立され 二 lc 五十 有 餘の會 員 を 擁して 八十 冊の 方言 叢書 を 出版し 無數 

の， 方言 資料 を 蒐集した。 これらの 資料 を 基礎と し て 同會 理事の .Avl.ig.ht の 乎に よって 編纂され たもの が 彼の 英國 方言 

辭書六 W である、 この 辭書は 二百 年 前の 古記 錄 にまで 遡って 古今の 英國 方言 を 集成した もので 前後 二 十餘年 の 星霜 を 

費した ものである。 卷 尾に は 方言 語法 を 附錄と し て 掲げ て ある。 この 外 に 方言 の 史的 研究 も スキ ー ト等 によって 試み 

られ、 方言の 地理 的 分布 は によって 略 その^ 劃が 明かに された。 かくて 協會は 十二分に その 所期の 目的 を 達成 

して 一 八 九 六 年に 解散した。 この 英國の 方言 研究の 後 を 承け て、 方 fE 學を 新なる 言語地理 學 に改變 し、 方 一一" C 研究 上に 

1 大 革命 を與 へた ものが 佛蘭 西で ある U 

佛蘭 西で はト九 骨紀の 終りから 方言に 關 する 研究者が 多く 現 はれた。 獨人 であるが 浪漫言 語學を 開いた Diez 老敎 

授の 方言 記錄 蒐集が その 初め をな し、 次で Gastcu  piu-is の 方言 研究の 鼓吹 は 多くの 研究者 を 生み、 かくて ジィ H  n 

ンの 登場と なる り 氏 は 己里の 高等 學院に 於て 一 八 八 〇 年頃から Gallc-rcnlanH 方言 學を 教授し 同志と 方 一一 百雜誌 を 創刊 

し义 各地に 於て 方言 を 採集した が、 從來の 方法に 不滿を 感じつ ひに 全國的 蒐集 を計畫 し、 そのよき 協同 者と して ェ ド 

乇 ンを發 見した、 H ド モン はジィ H  口 ン の 作った 質問 集 を携帶 して 選 まれた る 六 百 三十 八の 地點 につい て 臨 地 調^ を 

試み 一 八 九 七 年より 一 九 〇 一 苹 にわた つて 之 を 完了した、 質問 集 は 約 一 一 干の 單 語と 短文と を 含む ものであった〕 ジィ 

エロ ン はこの エドモン の 報吿を 整理して 一 九 〇 一 一年より 一九二 一年に わたり 干 九 In 枚に あまる 佛蘭西 言語 阖 卷を 公刊 

し 割 期 的な 大事 業 を 完成した が、 更に  一. K  一  年 以來は 同じ 方法の ドに コ ル シ 力の 言語 圖卷を 公に して 居る、 所謂、 


言語 地现學 (p  geographic  linguiBtique) はかくて ジィ H  n ン より^れ Si たもので ある。 

地现學 の 特色 は 言語の 分布 を地阖 上に 現 はす 點に あるが、 これ だけなら ば、 むしろ、 獨 逸の ン Venker を その 

创始 者と すべきで ある、 この ヴ- ン ゲルの 阖錄は 一八 七 六 年に 旣に 發刊 されて ゐる。 また、 口 マン 語の 先覺 として は 

Gustilv  Aveigana が 一 八 九 八 年より^ ！ 卷を公 にして ゐる。 しかし、 ジィ H  口 ン の圖卷 はお 覺に喑 示 はう けたに は 相 

違ない が、 その 精祌に 於て 全く 更新され たもので あった。 この  一一 一一 口語 地 理擧 と舊來 の 方言 舉と の 相違に ついて 述べる 事 

は 之 を 後に 譲り、 先づ この 新しき 雷 語 研究 法が 如何に 世の 歡迎 をう け、 多くの 後 繼者を 生んだ かを^りたい。 

卽ち Griem は 一 九 一 一三 年 以降 Catalan の 言語 圖卷を 刊行し、 Jud と Jaberg とに よりて 伊太利 及 南部 瑞西 言語 

圇 卷が 一 九 一 一八 年 以降に 刊行され、 bas-bl.eton の 一 W 語 圖卷も 一 九 一 一四 年以來 Kmix によって 公に されて ゐる。 更に 

この  一一-一！^ 1 地 g;. 舉は獨 逸に 於て そのまま Die  spl.achgecgTaphie と譯 され、 そこに も 多くの 岡^ を 生んで おる。 なほ 傳 

ふるところ によれば 米國も 一 九 一 一九 年に H 1 ル大， に各大 舉敎授 をき して 一 大 一一 一一 ュ流 圖卷を 作らん とする 計畫 をな した 

と 云 ふ。 

隣邦 、 屮華 民國も この 新 研究 法の 洗禮を うけて ゐる。 民國の 方言 調^ は民國 十三 年に 北京 大學 研究所 內に方 言 調^ 

會が 設けられた 時に 初 まる、 この 調^ 會は周 作 人の 提議に よって 作られ その 調^ 論文 等 は 國學週 W の 上に^ はれて ゐ 

る、 佛阈に 於て 音 聲學を 舉んだ 劉復は 言語 圖卷に 倣つ て 支那の 方言 地圖を 作成 せんとして 居る。 彼 は 音標文字 を 使用 

し、 ra: 聲の 如き も 曲線 を 以て 描出す る新樣 式に よって ゐる。 

飜 つて 我國を 見る と 明治 二十 年頃に 初 まる 方言 研究 は 明治 卅五年 前後 を 以て 一 つの 峰 頂 を 見せて 居る が、 明治 末年 

より 大. 止. 初年に 於て 蒌靡振 はす、 昭和の 御代に 於て 再び 勃興し 燎 原の 勢 を て 今や 全國に 方 首 尊重、 方言 採錄 の 機運 

方 贯學 と：："" 語 地理^  七 
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を 作った。 此 等の 委曲に ついては 次章に 述べ る 積り であるが、 この 昭和の 方言 研究に も 佛國の 言語地理 學 よりの 影響 

が 極めて 濃厚に 現 はれて 居る。 如上の 如き 情勢で あるから、 方言 舉と 言語地理 畢 との 概念 を 明かに する 事 は 方 雷 研究 

に 入る 第 一 步 であらう。 

世界の 言語 はいくつ かの 語族に 分れ、 各 語族 内に は 若干の 國語を 含み、 备國語 は 數團の 大方 首に 分れ、 备大 方言 は 

更に 數 群の 小 方 1  一一 一口に 分裂し、 その 小 方言より 更に 下位の 小 方言 を 分 出し、 分裂に 分裂 を m, ねた その 最後の 單位は 各人 

の 言語で ある。 從 つて 一一 assi 舉の對 象と すると ころも、 國語 舉の對 象と すると ころも、 方言 舉の對 象と すると ころも 範 

圉に廣 狹の差 こそ あれ 等しく 曾 語 現象で ある 事 は 云 ふまで もない。 勿論、 言語 畢 では 言語の 性質と か、 一一 一一 n 語の 發 生と 

か 云 ふ 一般的 問題 を 取扱 ひ、 國語學 に 於て は國語 系統の 問題 や 時には 國語 政策の 如き もの を附說 する 事 も あるが、 阈 

語舉は 特殊 一一 ーー2語 舉で あると 云って よく、 方言 學も 同様に 國語學 の 特殊 的 研究と 見る ベ きで ある。 

各地の 方言が 集まって ー國語 を 構成す る 以上、 各方 一一 ーョ の 研究 を 除けば 國 語の 研究と いふ もの は 殆ど^ 在し ない。 た 

だ 僅に 檫準語 の 問題が 殘る わけで あるが、 之 も 首府 の 方言な ど を 基礎と し て 作られる ものであるから、 方言 の 研究 の 

範圍を 全く 出た もので ない。 

從 つて 方言 學の 目的 も 對象も 研究方法 も、 國語學 や 言語 舉の 目的、 對象、 研究 法と あまり 違った もので はない。 卽 

ち 對象は その 地方の 言語 事實 であり、 研究 法 は 音韻、 單語、 措辭、 語 構造 等の 备方 面よりの 分析 及 綜合 的 研究で あり 

その 目的 は その 地方の 言語 事實を 支配す る 一 般法 则を發 見せん とする ものである。 

從來の 方 一一-一 I： 學は 大體、 かくの 如き ものであった、 その 結果、 調査 はなるべく 狹 小なる 地域 を 精密に 行 ふ を 以て 理想 

とし その 地方の 一一 一一 n 語事實 を^ら さす 記載す る を 以て その 任と した、 かくて 各地 方、 备 地方の 方言 集 や 方 一一 一一 口語 典が 出版 


されて 來 たので ある。 

しかし、 此 等の 备 地方の 言語 事實を 一 度說 明しょう と 云 ふ 要求が 起る と 一 地方の 事實 ばかりで は 之 を 明かに する 事 

が 屮：： 來 ない、 どうしても 之と 關係 ある 地方の 現象 を 比較 考察す る 事が 必要と なる" この 時、 所要の 地方の 方言の 研究 

書 を入チ する^ は 頗る 困難で ある、 况ゃ 全國の 方言 を 比較 考察 するとなる とこの 困難 は 著しく 增大 する、 たぐに 所要 

の 地方の 方 一一 H 書 を 見屮 r し 難いば かりで なく、 偶、 お 在す る 方言 書 も 記述の 方針が 遠 ひ、 寫 昔の 方法に 正否が あり、 比 

較の 目的に 卟ふ もの は 極めて 少 いのが 常で ある。 

ジィ H  。ン がー ^の 質問 集の 下に 全國の 代表的 地點を H ド モン 一 人に 調^させ たの も 恐く は 全 阔 的の 比較 對照を 試 

みん 爲 であった らう、 かくして 氏の 曾 語 圖卷は 生れた ので あつたが、 この 一一 一一 口 語 圖卷は 前に 云った 通り^に 一一 一一 n 語 地 现學 

を^ 生して 方霄學 の 革命 を なした のであった。 

1  一一 口語 地 现舉の 名稱は 正しく は 言語と 地理との 一 切の 關係を 攻究す る 寧に 對 して 與 へらるべき ものであるが、 ここに 

所謂、 首 語 地现學 とは單 語の 地方 的 分布 を 攻究す る舉 問で ある" 言語地理 舉を說 明す る爲に は圖卷 作成の 方法に つい 

て說 明す るの が 順序で あらう。 ジィ H  „1 ンの 11 卷は， n 地圖の 上に 調 茶 地點を 代表す る數 字が 表 はして あり、 その 數字 

の 上に、 その 圖の檫 語に 相當 する 方言が 音標文字 を 以て 記入され て 居り、 分布 圖は 標語 一 語に ついて 一 枚づっ 作られ 

るの が 普通で ある。 卽ち、 「蜜蜂」 の 分布 圖 では 各數 字の 上に 蜜蜂の 方言が 昔檫 文字で 記されて 居り、 蜜蛑の 各地 方言 

を 一 枚の II の 上に 比較 對照 する^が 出来る、 之 は 從來の 方 一一 目 書 や 方 一一 一一 ロ辭 書の 十分に 果し得 ざり しと ころで ある。 

阖卷の 性質が 此 くの 如き ものであるから、 之から 生まれた 言語地理 舉は 舊來の 方言 舉に 比して 相違す る 幾多の 特質 

が ある。 

方 一一 目 學と言 訝 地理 學  九 


方 一一 a 研究の 槪觀  *  ー〇 

第一 に 首 語地现 畢は單 語、 語法 形式の 各個 を その 研究の 主題と し、 その 分布 を阖 示し 研究す る。 然るに 方 曾 畢 では 

一 地方 を單 位と しその 地方 內の 一切の 言語 事實を 記載し、 どこまでも 地方 を主體 とする。 

第一 一に は 一一 一一 si 地理 學は その 性質 上、 相 當に廣 き 地域 を 調^ 範圍 とする 事が 第 一 條件 である。 然るに 方言 學の 調^す 

る 範阖は 寧ろ 狹小 なる 方が 調^が 完全に 出来る， 

第一 一-に 一一-一 地理 畢は 選ばれた る 地點に 於て 選ばれた る 一 百 葉 を 調^す る。 然る に 方言 畢は かゝ る選擇 をし ない で も 差 

支ない、 否、 輝 想 的 調^に 於て は 一 地方の あらゆる 地點の あらゆる 一； H 葉 を 網羅 せんとす る ものである *( 言語地理 學は 

大體、 全！： 的 調赉を 少數の 人で 行 ふので、 か」 る 全 體的調 杏 は 望めない。) 

第 W 、  一一-一 c 語 地现举 では 質問 集に あぐべき 標語の 選 擇は全 國の方 言 の狀 態に 通じた ものの 手で 周到に 作成せられ ない 

と 調^ は 失敗に 終る、 その代り、 この 質問 集 を もって 調^す る 拔集者 は 音 表記法の 知識 以外に は必 すし も あまり 多く 

の 言語 畢的 知識 を 要 しない。 然 る に 方言 畢 の 方 は 調 杏 者に 言語 畢 の 素養が 相當 に 必要 で ある、 その 代り 地方 方言 の 豫 

備的 知識 は 無いでも よい。 なほ、 調^物の 整理の 上に 兩 者に は 著しい 相違が ある。 

以上の 如き 相逮點 が擧 げられ るば かり でな く 曾 語圖卷 の 出現 は從來 の 方言 學、 否 言語 學 の 上に 多くの 問題 を 提出し 

たので ある。 ジィ h  n ンの 言語 圖卷の 出版 は少壯 文法 舉 派の 言語 學を 事實の 上から 訂正した ものと 云 はれて ゐ るが、 

言語地理 學が方 一一：  一口 畢の 上に 投げた 一 つの 大 なる 問題 は 方 一一 一 =1 區 割に 關 する 疑問であった。 從來の 方 一 百畢は 種々 なる 音韻、 

語法お 實の 分布の 上 に 立脚し て 方 一一 一一 口 ^割なる も の を 想定す るの が 常で あ つ た。 然るに 語法 形式より は 寧ろ 多く の 單語 

を 材料と する Ei 地理 畢は 單語 の 分布 狀態 の 千 態 萬 様なる 事實を あげて 言語 ^割の 成立せ ざる 事 をカ說 し、 之 に 代 ふ 

るに 改新 波 (side  d、iuncvaticll) を說 き、 等語線 (ligne  isogrsso) を說 く。 音韻、 語法の 現象 は 比較的に 固定 的 性 


質 を もって ゐ るが * 單^ は 新語の 發 生や 傅播 によって 頻繁な 變化 をす る。 ここに 一 の 言語 屮 心地 を假定 すると、 この 

中心地に 行 はれた 例へば 「かたつむり」 たる 方 一？；" は、 新に 發生 した 「でんでんむし」 なる 方 一一 M の爲に 中心地 を 奪 はれ 

て、 波狀 をな して その外 周に 擴 がる。 更に 他の 新語が 中心地に 發^ すれば、 この 「でんでんむし」 もや はり やがて は 

外^に 波状 をな して 擴 がる 運命 を もち、 其 時 「かたつむり」 は 更に 遠き 外周に 擴 がる。 しかし、 この 波形 は备 語に よ 

つて 必す しも Ml でない。 かくの 如くに して 各 語の 分布 狀態 は备語 毎に 相逮 して 來る j 單語を 材料と して 出發 した霄 

語 地 理^が 從來の 方ず； 5!: 劃 を 認めない の は rtn 然で あ る。 

言語地理 畢で はかく 备 語の ありのままの 分布 を圖 上に 表し、 その 材料 は 全く 同時代の ものである、 然 らば 史的 變遷 

について は 言語地理 學は 何等の 關係を 持たない かと 云 ふと 決して さう ではなく、 言語地理 學の 一 牛の 仕事 は、 この 分 

布 を 阖 上に 讀ん で、 ガストン * パリスの 所謂、 备 語の 歴史 を 探らん とする ものである。 一 W 語 地现舉 は 一 地^， であ 

ると- ムふ 人が あるが、 一一 一一 口語 の 备斷 i? は备地 に 露出 して、 その 一一： 一 n 紫 の 歷史 を暗默 の 中に 語って ゐる。 

言 語 地理 學 の-お 獻は 從來の 一一 一一 I： 語學の 机上の 論 を 事實の 上から 立證し 又は 反證 して 兌せ た點 にある、 しかし、 この 調 

せで は^; 問 集の 作成と 地點の 選. ^ と 質問の 方法と^ 記法と がその 生命であって 一 度、 之 を 誤 まれば 全く 調 杏 は 無效と 

なる 惧が ある〕 また 舊來の 方言 辭書ゃ 方言 語法の 如き もの も その 方法 宜しき を 得れば 多大の 成績 を牧 める W が屮 I 來る 

し 、 富 語 園 卷とは 自ら その 目的に 相逮す ると ころが あり 互に 長短が あって 之 は 相補 ふべき 性質 の ものである、 新しき 

を 追 ふ あまり 舊來の 方 言 學の價 慽 を 顧みな いのも 決して 當を 得た もので ない。 

最後に 方 一 H 研究の 目的に ついて 一首したい、 方言 研究の 目的な り 動機な り は 各 時代に よって 相逮が ある、 例へば 古 

語 研究の 補助 村 料と する 爲に之 を 研究したり、 檫準語 使用の ために 地方 語と 檫準語 を 比較したり、 時には 方言 矯正の 

方言 學と  一一""^ 地理 學  - .  一一 


方言 W 究 の槪^  、  一二 

爲 にさへ 方言が 研究され た、 また 近く は 鄕土文 化の 研究の ために、 民俗 學の 一分 科と 見ての 研究 も ある。 我 國の方 一一-一：： 

研究が 從來、 如何た る 動機から 行 はれて 來 たかは 次章に 述べ る 事と する が、 筆者 は 方言の 研究 はや はり 方言 自體 のた 

めの. 研究で なければ ならない と 思 ふ。 一 國の 一一 目 語が 生滅し 消長す る 姿 を 如實に 眺める ために は、 各地の 方 一一 一一 II の 上に 晃 

はれる 1W 語事實 を II 觀 する のが 最も 賢明な 方法で ある、 言語の 活 きた 機構の 秘密 を 知る ために 方 一一 一一 n は 唯 一 の对^ であ 

る、 方言なら ば 如何なる 精密な 調^も 實驗も 行 ふ 事が 出来る、 文獻を 材料と する 研究 はこの 點に 於て 遣 憾の點 が 多い、 

尤も 方言 も 現代の 狀態は 分る けれど 過去の 狀 態に ついては 資料の 缺乏 から 細かい 點を 認める 事 は 困難で は あるが、 之 

も 方言の 各斷曆 面を考 へる 事に よって その 大體を 勢 M する 事は絕 望で ない。 かくて 國語史 の 全面的 展開 は 方言 を 研究 

する 事に よっての み 可能で ある。 全面的 展開 は 標準語の 語られる 一 方言 のみでな く； 立に 枏關 する 全 國方雷 の 狀態を 同 

時に i めつ、、 その 時間 的 變化を 考察す る 事に よって 明かと なる、 か&る 意味で 方言 を 見る 事が 方言 研究の 眞の 目的. 

で あ る 、 だから 方言 研究 の 目的 は旣に その 研究の 過程 中に 内在して ゐ ると 云っても よい。 明治 期の 方 雷 研究 は 標準語 

制定の ため、 又は 方 一 K 矯正の ための 研究で あつたが 今日の 研究 は 寧ろ 方言 それ 自體 のた め、 又は 方言 尊 m の 念に 發し 

た 研究で ある。 

〇 本窣關 係參考 論文 及 著 誓  ， 
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W お 方言 の 研究 は 江 戶 時代 に 至って 現れる、 硏究史 は そこから 書き 始めて よいので あるが 筆者 は 多くの 研究者の や 

うに 萬 葉 集の 東歌 を 割愛す るに 忍びない。 

萬 葉 集の 第 十四 卷には 東歌 二百 三十 首が ー卷 をな し、 第二 十卷の 前半に は. 防人 歌 九十 三 首が 揭げて ある、 この 防人 

歌 は 八 竹 を 除き 天平 勝 寶七年 一 一月 筑 紫に 遣 はされ た 東國の 防人の 歌で あり、 十 s: 卷の 東歌 は少 くも それより は 古い 時 

代の ものであると 見られて ゐる、 柬 歌と 云 つても 必す しも 純 粹の東 言葉で 詠んだ ものと は 思 はれない が 柬國方 君の 俤 

がそ こに 漂って ゐる事 は事實 である、 奈良朝 初期の 方言が その 俤 だけな りと 八.' 口 に 傅つ て. ゐる事 はまこと に 驚く ベ き 

舉界の 奇蹐と 云って よい。 

|叫 卷の朿 歌に ついては 時代 も 不明 だし、 作者に も 都人が 混じて 居る と 云 ふ說が あり、 その 國^ も 粗？ i であり、 ま 

た 一 昔 一 字の 書 方 も 後世、 書 改めた もの かとの 疑 も あり 之 を 方言 資料と する に は 幾分 危 まれる 點が ある、 之に 反して 

二十 卷の方 は 時代 は 勿論、 作者の 生國、 姓名まで 明白であって 確實な 資料と する 事が S 來る。 然るに こ k に 皮肉な 事 

は 特殊な 方 一 百と 思 はれる もの は 十 gl 卷の 歌に 多く 含まれ 一 一十 卷の 歌に は發音 上の 訛の 外に は 方 一一 一一 c の 特殊 相が あまり 現 

れて 居ない、 之 は 土語の 多い 歌が 拙劣な 歌と して 選に もれた もの かと 思 はれる、 旣に左 註に 拙劣な 歌を棄 てた 事が 見 

えて ゐる。 一 一十 卷の 防人の 歌が 大伴^ 持の 乎に よって 撰錄 された 事 は 云 ふまで もない が、 家 持 は どんな 動機で 防人の 

预 ^方 盲 研究の^ 孤  一 三 


ず 研究 の 00  一  y,「 

歌 を 集めたら うか、 勿論、 一一 H 語 研究の 爲で無 いのは 云 ふまで もない、 當時、 家 持 は 越 中の 國守 の^が はてて 奈 良の 都 

に歸 還し 兵 部少輔 になって 居た、 その 職務の 關係 上、 柬圃の 防人が 遠い 筑 紫の 佧 につく 爲に 親と 別れ 妻と 離れる 哀別 

離苦に ついて 見聞し、 これに 同情 をよ せた 結果が 防人 部 領使を 通じての 防人 歌の 蒐集と なった ので は あるまい か、 自 

ら防、 こ 代って 感傷的な 歌 を 多く 作 つて 居る のから 考 へても さう 思 はれる。 從 つて 土語 訛語の 形式より は^ 離の 哀情 

を 述べた. 2{件 に 心を惹 かれた 事で あらう。 我々 は 歌人の 问 情が ゆく りなく 上古の 贵 重な 方言 資料 を殘 して くれた 事に、 

感謝 を 捧げねば ならない。 

十 四^- の 束 歌 の 輯錄 について は、 その 編者 も 動機 も 之 を 明かに する 寧が 頗る 困難で ある。 この 編者が 養老 三年に 常 

^守 であった 藤 原 宇合 に 屬官 とし て 仕へ たらしい -3 橋蟲麼 で あ らう と --ム ふ說は 早く 佐 佐 木 博士 の i? へられた ところで 

ある。 蟲 麿が 方言 に も 興味 を もったら うと 云 ふ 事 は 想像 されない でもない が蟲 麿が 十 叫 卷の 東歌 を輯錄 したと 見る 事： 

に はま だ證據 が 不足で ある。 編者が 不明で あると ともに 輯錄の 動機 も 分らたい。 之 は 一 一十 卷の 防人 歌の やうに 刖 離の 

哀を 歌った もので なく 多く は 相 聞の 歌で 地方 情趣の, かた 卷 である、 詩 經の國 風に ならって 民俗 を 知らん ために この 

虱 俗歌 を 集めた と 見る^ も あり、 朿 人まで 詠歌す るに 至った 王化 を稱 へ るた めの 輯錄 とする 說も ある。 とにかく 防人 

歌と は训 た； i 機に よ つて 壤 めら れ たもので あらう。 十 卷の國 ^は あまり、 あてに はならない がそれ に從 へ ば 大體ナ 

の 通りで ある。 

遠 江 パ 三)、 駭河 (六)、 伊豆 (一)、 相 摸 (十五)、 武藏 (九)、 上總 (三)、 下總 (五)、 常 陸 (十二)、 信 濃 (五)、 

上野 (一 一十 五)、 下野 (一 一)、 陸 奥 

上野、 相投、 ^陸の 歌が 多い。 ニ卜卷 では 


遠 江 (七)、 駭河 (十)、 伊豆 (ナシ )、 相 摸 (三)、 武藏 (十二)、 上總 (十三)、 下總 (トー) 、常 陸 (十)、 信 濃 (三)、 

上野 (叫)、 下野 (十一)、 陸 奥 (ナシ )  — 

上總、 武藏、 F 總、 下野、 常 陸、 駿 河の 順で ある。 尤も 之 は 二十 卷所揭 の歌數 で、 拙劣 歌と して 捨てられた 歌 を か 

/ると 

下總 C  一士 一)、 武藏 (一 一十)、 駭河 (一 一十)、 上總 (十九)、 下野 (十八)、 遠 江 (十八)、 S  (十七)、 上野 (ト 

一 一)、 信 濃 (十一 一)、 相 摸 (八)  — 

となる。 いづれ にもせ ょト 卷に 比べて 上野 相 摸 ニ國の 歌の 減少が 目立つ、 十 s: 卷に 上野 歌の 多い 事 は 上野が 東國の 

ー屮 心であった 爲か、 それとも 他に 原 ra があった のか、 ^ふべき 問題で ある" 

^歌の 特殊な 昔潢ゃ 語法に ついては、 旣に山 W 新村兩 博士の 御 研究 も あり、 それに 讓 つて^ く 事と する が、 當 時の 

束 阈の西 竟が信 濃、 遠 江に あつたと 云 ふ 事 だけ は牢 記して おきたい、 この 信 濃、 遠 江の 歌に も 昔^ ダビ- 1 は 現— ズて 

ゐる。 この 後 も 長く 來阈 語が 中央の 檫準 語に 對 して 特別な 方 一一 H として 注意され た * は、 王朝、 鎌倉時代に^ 聲、 坂 束 

聲 などの だみ たる^ を 記した 記事の 絶えない 事で も 分明で ある。 

奈良 朝の 風土記な どに^える^ 細の 方 一一- H 資料 や 王朝 末期の 歌學 書の 中に 往々 發見 される 方官 に關 する 記載 や 鎌 倉お 

の 方言 资料 等に ついては 一 切、 今 雀 略に 從 つてお く。 

お 者 朱 評の 人 阈記は 室町の 季^に 作られた ものと 信じられて 居る が、 その 中に 諸 國の官 語に 關 する 短評が 見える C 

山城 闽 の  一！ H 葉 に 就て は 「其 言葉 自然 ト淸 濁分リ 善 クチ 譬ハ 流水 ノ滯 フル 事 無フ シ ティ サギ ヨキ ガ如 シ」 と 賞揚し 近畿 

ほ^の 貢 葉 こついて は 之 を 可とする 旨の 評 を 下して ゐる。 然るに 關朿、 土 佐、 九州の 言語 は 

^^方 f:: 研究の 一  五 
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安房 圃 此國人 、ノ 言葉 瑢 卑劣 ナレ氏 …… 

土佐國 其 言 舌 卑キ+ リ 

肥^ 阈 昔聲ハ 卑劣 ナリ 

の 如くに 卑劣と 云 ふ 言葉 を 以て 斥けて 居る。 陸 奥 出 羽 は 「音 聲ス グレテ 鄙劣 ナリ」 と 酷評して ゐ るが 注意すべき 事 は 

陸 奧國 の條に 

惣而此 國出羽 上 總下總 常 陸上 野 下野 之 類 大形 ハ 人 ノ昔聲 上 拍子 也 

と ある 記事で 之 は 

長門國 人 之音聲 モ 下 昔 -ー 而上 拍子 成 事 無 

と 云 ふ 記事と 共に 注意す ベ きもので ある。 

金春禪 鳳の 毛 端 私珍抄 にある 

I  ， 

なまる 事 坂東筑 紫な どのな まりもお よそ 似た る 物 也、 四國 なまり はべち 也 五畿内 京都の こ ゑに もちが ふ 也た とへば 犬 をい ぬと 

云 は 京 こ ゑ 也、 犬 をい ぬと 云 は 坂東筑 紫な まり 也、 犬 をい ぬと 云 は四國 なまり 也 

と 云 ふ 記事と 共に ァクセ ン トの區 別に 關 する 初期の 文獻 として 面白い。 江戸になる と 

音 は 畿内 は 大^ 平聲 なり 西國 は去聲 にして 東國 は上聲 なり (田 宮仲宣 、 東牖 子) 

と 云 ふやう. な 三分 說が現 は れ て來 る。 

京 を 中心とし、 東に 坂 東、 西に 筑紫 をお いて 之 を 三 大方 官と 見ようと 云 ふやうな 意識 は窒町 時代に 發 生して 居たら 

しく 旣に 「京へ、 筑 紫-一、 坂 東サ」 と 云 ふ 諺 は 種々 な 書物に 見えて ゐる。 三條 西寳隆 公の 日記の 明 應五年 正月 九日の 


條に宗 紙の 談 として この 諺が 出て 居り、 抄物で は 蠡測集 、 四 河 入海な どに も 引いて ある C 

窒町 時代の この 方言 區劃 意識 を 裏書し、 各地 方の 言語の 特色にまで 及んだ もの は Jca->  KcdriKuez の 著した Arte 

(la  linsda  de  Japam  (日本語 典) 中の 方 一一 K に關 する 研究で、 これ こそ n 本 方 首の 最初の 學術的 記載で ある.' o ドリ 

1、 ゲスは 一 五六 二 年に 葡萄牙に 生れ、 一 五八 六 年 卽ち天 正 十 ra: 年に 来朝し 伴天連と し. n 本 耶蘇 食の 爲に盡 力した， - 

彼 は 頗る 日本語に 熟達し ッ ー ズ (通 事) の 名 を 以て 呼ばれて ゐた" この 日本語 典 は 一六 〇四 年 卽ち慶 長 九 年から 長 崎 

の 耶蘇 會學 林で 出版され た、 同書 百 六十 九 r 以下に 「或國 々に 特有な 言葉 遺 ひや 發 音の 訛 謬に ついて」 と 題す る條が 

あり、 まづ 日本の 國々 に 「國 鄕談」 と 云 ふ 特殊な 言 ひ 方 や 多くの 訛の ある 事 を 述べ 以下、 「都」 より 初めて 「中 國」 「豐 

後」 「肥 前 肥後筑 後」 r 筑前博 多」 「下 一 般」 r 備前」 「關 東」 の 順で その 地方 特有の 言語に つ いて 述べ てゐ る。 之は當 時 

の稱で 「上」 といった 畿內 地方と、 「下」 といった 九州 地方と、 その 中間の 中國 地方と、 關朿 地方と を 日本の 方言 區割 

として 認めた もので、 土井忠 生^ は 本書 中に 「京へ 筑紫 一一 坂 東サ」 の 諺 も 引用して あるので、 大體 この 三區 劃に 屮國 

を 加へ たもので はない かと 疑って 居られる。 九州が 細かく 分けて あり 說明も 詳し いのは 布 敎の屮 心地であった 爲に自 

ら 記載が 細かに なった 事と 思 はれ、 同時に 西敎の 流布し なかった 地方に ついて 記載 を缺 いたの は 山む を 得ない が殘念 

な 事で ある u  D ドリ ー ゲスが 日本語 典屮 にかく 方-百に 關 する 特別の 章 を 設け、 なほ 他の 條 にも S 方言に 言及した こと 

は 彼の 學者 的な 天分から も 出て 居る 事 だら-つ けれども、 伴天連と して 信者の 懺悔 を 聞く ためな どに も 方言 知識の 必要 

な 事 を 感じての 記述で あらう と 云 ふ 土 井 文 學士の 意見 は 倾聽に 値 ひする ものである。 卽ち、 この 方言の 研究の 動璣に 

は 職業的 意識が 動いて 居た ので ある〕 その 材料に ついても 信者 等から 直接に 聞いた もの も あらう し、 他の 布敎， 師 から 

璲 たもの も あらう。 冗文 三年、 西班牙 人 oyangm.en が メキシ コ で 出版した 一 七三 八 年 版の tn 本 語 典の 方言の 記狨は 

國^ 方言 研究の！： 甌  一七 
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全く この 書に よった ものと 云 はれて ねる。 

口 ドリ ー ゲ スの 文典に は备 方言の 發昔ゃ 語法に ついては 說 明して あるが 語彙に ついては その 說は 殆どない。 之 を 補 

ふ もの は 次に 述べ る 日葡辭 書で ある。 

この 辭書は 耶蘇 會諸士 の 共編に か X る もので 語 典 出版の 前年なる 一 六 〇 三年 卽ち慶 長 八 年に 同じ 舉 林から 出版され 

て ゐるリ この 辭書は 吉利支 丹の 道 を 柘く爲 めに 渡来した 布敎師 達の 日本語 修得の 便宜の ために 編纂され たもので 大略 

カミ， シモ  力" 

三 萬の 雅俗の 單 語を收 載して ゐる。 この 中に 「上」 や 「下」 の 方言が かなり 多數 散見す る。 近 藤國臣 氏に よると 一 上」 

に 行 は^る もの 百 三十 餘、 「下」 に 行 はれる もの 一 一 百 三十 餘で、 その外に 「ある 處叉は ある 地方に て 行 はれる」 語が 十 

數語 ある。 この 群 書に かく 方言 を多數 採録した 動機 も、 語 典と 同様に 全く 實用 的な 立場 を考 へての 事で あらう。 なほ. 

この 編纂に は 日本人 も 加 はり 數 年の 苦心の 後に なった もの だと 云 ふ U 

江戸時代 は 方 一一 m 研究が 各方 面から 進められた 時代で ある。 その 一 つに、 古語 を 求める 興味から 方言 を 研究 せんとす 

る ものが あり 之 は國學 者の 間に 起った ものである。 「古語が 方言に 殘る」 と 云 ふ 說は旣 に 平安朝 末 又は 鎌 倉 初期 頃 か 

ら 見える 考で、 方言に よって 古歌 中の 難語 を解釋 する 事が 出來 たと 云 ふ 逸話 は 色々 な歌學 書中に 現 はれて 居り、 その 

代表的 意見 は 愚秘抄 中の 「金 吾の 說に ふるき 詞 のか やうに 難儀 ありて 偏にい ひ 定めぬ こと をば 田夫に あ ひて あきらめ 

よと 恃 りき」 と 云 ふ 言葉であった。 この 考は、 江戶 時代に 及んで 愈 有力と なり、 徂徠は 奈留刖 志に 「古の 詞は 多く 田 

舍 に殘れ り」 と 云 ふ說を 述べ、 宣長は 玉 勝 問 に 「ゐ なかに いにしへの 雅言の 殘れる 事」 と 云 ふ 一章 を 書いた。 古語の 

解釋を 方言 に 求めん とす る 傾向 は 多くの 國 文註釋 書の 中に その 實例を 求める 事が 出来る。 就中、 鹽尻卷 頭 の 天 野信景 

の 「しほ じり」 の說 や、 比 古 婆 衣に 見える 平 田 篤 胤の 「きつ」 の 解釋は 伊勢 物語 中の 難語 を 方言で 說 いた 代表的の 例 


である。  . 

次に、 俳諧 者 流に よって 著 はされ た 方言の 著作が ある。 その 第一 は 安原 貞窒 のかた 言で ある。 これ は 五 冊の 橫 本て 

慶安 三年に 刊行され たもので ある。 ^室 は慶長 十五 年に 京都に 生れ、 松 永 貞德の 正統 をつ いで 花の 下 第一 一世 を稱— た 

な 門の 俳人で ある。 慶安 三年に は 四十 一 歳で 當時十 歳の 元 次と 云 ふ ^兒 があった、 この 愛兒が 友達と 共に 拙劣なる 片 

一一 一一" ばかり 口にする ので 之 を 矯正す る 便に と 書いた のが、 この 一帖であった。 新 村 博士 は 本書の 解題に 「本書 は 儼 乎た 

る 標準語の 確立 を 意識した 貞德 及び W 窒の國 語 意識が 溢る k ばかりに 現 はれて をる のみ か 愛 兒に對 して 誠實に 阈語敎 

育の 範を 垂れた ものと して 國語學 史上 恐く は 空前 絡 後と もい ふべき 傑出した 著述で ある」 と稱揚 して ゐられ る。 「か 

た 言」 と 云 ふ 一一 IE 葉 はもと、 幼兒の 舌の 廻らぬ 物 云 ひ を 指した ものであるが 後に は 一般に 訛って 正しから ぬ發音 の實粱 

の義 となり、 本書で も 多く は 京都市 井の 訛語 を 時節、 人倫、 衣服 等の 部 I： に 分けて それにつ いて 敎 へて ある。 訛 昔 を 

論じ て 京 首 葉 の 墮落を 矯正 せんとし たのが 本書の 主意で ある。 このかた 言 は 後 に 世話 茧寶 記 や 大和言葉 大成と 題す る 

書に 引 刚 され、 浮世 鏡 第三に は その 補遺が 見える。 浮世 鏡 は その 序言に 「都 は 土地 淸らに 水すな ほ なれば 昔 律 かろく 

キ ナカ 

すみて た r しと かや、 され ども 片言 は 夷 中に まさりて 多く 侍り ：•：• 所 は 無上の 花洛 なれ ども 上が 上 成 はいたり て 高く 

屮： ^より 下なる が 多くす む 所 なれば 片言 は 皆 これが い ふ 事 也、 それ を あやまりて もて 上り、 屮 品 より 上 ざまの 人 も あ 

やまり 國 風と なれる 也」 と 云って 居る の は 確かに 都會 語の 一 面を捉 へた ものと 云って よい。 京都の 外に 東國と 西阈と 

に. 言及し 中國の 方言に つ いても 多くの 擧 例が ある リ 

第一 一は 越 谷 吾山の 物類稱 呼、 悉 しく は 諸 國方霄 物類稱 呼五卷 である。 越 谷 吾山 は談林 末流 0 俳諧師で 享保ー 一年 頊武 

藏越 谷で 出生した、 江戶に 出て 佐 久問柳 居、 5： 田沾 山の 門に 遊び やがて 日本 橋で 立 机した。 物 類 稱呼を 著した 安永 四 

方 ラ" 研究 の 3： 顧  一九 
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年に は 五十 九 歳 頃であった、 彼が 如何なる 動機から この 書 を 著し たかは、 その 序文に は ー邊鄙 のん は 一都 1 邑の方 語 

にして 且 てに は あしく 訛お ほしされ ども 質素 谅朴 にして まことに 古代の 遺言 を 失 はす、 大凡 我 朝 六十 餘 州の 中 仁ても 

山城と 近 江 又 美 濃と 尾 張 これらの 國を境 ひて 西の かた 筑 紫の 果 まで 人み な 直音に して 平嫛 多し 北 は 越後 信 濃 東に いた 

りて は 常^ 及び 奥！^ の國々 すべて 拗音に して 上聲 多き は是 風土 水氣 のしから しむる なれば あながちに 褒贬す べきに も 

非す 畿內 に も 俗語 あれ ば 東西の 邊阈に も 雅首ぁ りて 是非し 難し、 しかしながら 正音 を 得た る は 花洛 に 過ぐ ベから すと 

ぞ。 今 こ k こ あら はす^ は 其 一 百の 淸濁 にさの み拘 はるに も あらす た^-他 鄕を 知らざる の兒 童に 戶を 出です して 略 萬 物 

に 異名 ある 事 を さとさし めて 遠方より 来れる 友の 詞を笑 はしむ るの 罪 を 免れし めんが 爲」 と 記して ある。 

これに よれば 例の 「古語 は 方言に 殘る」 と 云 ふ考の 影響 も 見え、 都 言葉と 方言と 何れ を雅 正と すべき もの か 褒贬は 

困難で あると 暗に 方言の 爲に氣 を 吐いて ゐ るので あるが、 彼が 如何なる 興味から この 書 を 著し たかは まだ 十分に 分ら 

ない。 内容 は 天地、 人倫、 動物、 生植、 器用、 衣^、  一一 M 語の 諸 I： を 分けて 全國 の方苜 を 類聚した 方 首 辭書 である、 全 

國の方 一 K を 網羅した 點が 頗る 珍しい、 本草な どの 一 部門に ついては 後に 小 野 蘭 山の 本草 綱目 啓蒙の 如き 全國の 方言 を 

揭 記した も S も あ るが 富 語 の 全 野に 及んで ゐる點 で 空前 は 云 ふ 迄 もない が 絶後と 云 ふ稱を 今日 で もま だ 云 ふ 事が 出來 

る。 標語 數は 天地 三十 一 、 人倫 三十、 動物 百 三十 八、 生植百 五十 七、 器用 七十、 衣食 二十 二、 言語 は 百 二 項で 备 標語 

のドに 各地の 方言が 列舉 して ある。 その 地方 は 江戶を 中心とし 關東 地方が 最も 多く、 京大 阪、 東 山道で は 奥州、 屮 

信 濃、 東海道で 遠 江、 尾 張、 伊勢、 北陸 道で 越後、 加貿、 越^、  W 國で土 佐、 九州で 薩摩肥 前が 語数が 多い。 全國に 

亙って は 居る が 畿內、 屮 國は少 い」 彼 は あまり 旅行 をした 事がない やうで あるから 此 等の 材料 は 江戶で 第め たもの か 

と S はれる。 凡例に 「もとより 街 談巷說 を 聞る にした が ひて しるし 侍れば 营見 不堪の 誤 多から むの み」 と 記して ある 


安永 e: 年 は 之 を 西 唇に すれば 一 七 七 五 年で 卜 八^ 紀の 末葉に 當り 西洋で 漸く 方 一 百 採集の 機運の 勅き 出した 頃で ある、 

東西、 ^、 その 初め を 同じく しながら 我國の 方言 研究が 長く 振はなかった 事 は 慨嘆に 堪 へない 

俳人のお 首に 關 する 第三の 著述と して は 信 濃の 俳人、 小 林 一茶の 「方 首 雜菜」 を あげる 事が 出来る、 之 は 信 濃 言葉 

を 屮 心に 諸 國方霄 を倂せ て、 いろは 順に 排列した 半紙 二つ 折の 手記で、 原稿の まま^ もれて 居った の を 信 濃 敎育會 の. 

乎で 一 茶 叢書 第一 一 編と して 刊行した ものである、 俗語 や 方 雷 を 好んで 俳句 中に 詠み 込んだ 一 茶に この 集錄の ある 事 は 

面白い。 一茶の 晚 年の ものら しいが 年代 は 不明で ある リ 

俳人と 方 言 書 との 因緣淺 からぬ 事 は、 思 ふに 俳人 は 歌人と 違って 俳 一一 一一 c を 喜んで 使 ふ もので あり、 方 言 俗^ に關 する 

意識が^ 入より 强 烈な爲 ではなから うか。 ^論、 吾山 等に 方 曾に 對 する 注意 を 喚起した 原動力 は 江 P 初期から 盛と な 

つた 「古語 は 方言に 殘る」 と 云 ふ 動機から 起った 方 一 百 研究 運動で あつたら-つ。 

一 一 の 方 一一 百 俗語の 尊重 は 物 類稱呼 以外 の辭 書の 上に も 現 はれて ゐる。 

物 類稱呼 刊行の 翌年、 卽ち 安永 五 年に 七 卜 歳 を 以て^した s 勢の ベ" 川士淸 翁の. 和訓 菜が 殁 後の 安永 六 年に その上 編 

. が發 行され た、 卷 首の 大綱の 中に 方 言 の 音 韻に 關 する 記事 ゃ數 首の 方 一一 目 歌 が 見えて ゐ るが、 特に 俗語 を 集めた 下 編に 

は方霄 がかな り 多く 採録され てゐ る。 この ド編は 明治 ト六 年に 岐阜から 出版され たが あまり 廣く 知られて ゐな いのは 

^憾 である" 个 n の || 和訓 桀は上 中編 を改 幕した もので 下 編 は « いて ある。 谷川 翁の 和訓 菜の 方 首 記事に ついては 

.pflzmilier が tTbei-  Japanischen  Dialekt と 題す る 論文で 明治 八 年に 之 を 泰西に 紹介した。 

ト-淸 翁の 投. 年に 先 だつ. 事 五 年、 安永 元年 を 以て 生れた 村 田 了 阿の 編と 云 はれる ものに 俚言 集覽が ある。 了 阿 は江戶 

淺^-に 生れ 天 保 卜 ra: 年に 七十 一 一歳 を 以て 終った が、 俚 一一-一口 第覽を 了 阿が 編纂した かどう かに ついては 異說が あり、 中 根 

^;fi 方言 W 究の！ ■  二 一 


方 貢 硏究の «概  ニニ 

肅治氏 は 本文 屮に 「愚案」 「移 山 案」 「方 案 一 と ある 點 より 考 へて 「此書 ハ初メ 太 田 全 齋其他 移 山 ナド云 人 ノ編ミ タル 

モ ノガ了 阿ノ乎 一一 入 リ了阿 乇亦少 シク遣 ヲ拾ヒ タル モノー ーハ ァラザ ルカ」 の 意見 を 出して ゐる. しかし、 凡例に 「余 

江戶に 生長せ り 故に 集中 江戸の 語 什が 八 九に あり 楚人 好說楚 語な り」 とあって 備後幅 山の 太 田 方 を 編者と する 事に も 

疑が ある。 書中の 記事が 天 保に 及んで ゐ るので 其 頃 恐く は 韻學に 通じた 江戶 人の 手に よって 編 S された もので あらう、 

江 1IL 語 を 中心とし 諧國の 方言 を も 擧げて あるが 物 類 稱呼を 引用した の も 多い、 書名 は 恐く 稚言集 覽に對 をと つた もの 

かと 忍 はれる。 凡例に 「俚言 鄉語自 つから 善謠 あり 此方 古人の 口より 出て 移 徙流轉 する あり 亦 西土 戟籍に 原いて 里 巷 

の 常 言と なる あり」 と 述べ 「此集 鄙 俗 を 先と して 雅馴を 後と し 輓近を 主として 上古 を賓 とせり」 と 云 ふに よって 編者 

の 意阖を 知る 事が 出来る。 その 材料に ついては r 此集 親戚 僚友 許 多く 人の 口に 出る もの を采 る」 と 云 ひ 「方言 鄕語… 

…前 輩の 記載に 出る もの は 稗 官野乘 を 厭 はす」 と 云って ゐるリ 

八.' n 活版で 行 はれて ゐる 增補俚 首 集覽 は 原. 本の 體裁 を傳 へて ゐ ない。 原本 は 五韻橫 列の 次第に 排列して あり、 ここ 

に 原著者の 特異性が 出て ゐる 、し 

以上 述べて 來た备 書の やうな 全 國の方 言 を 記載した もので なく 一地 方の 方 言 を筆錄 した もの は 幕末に かなり 多くの 

稿本 を 見る 事が 出来る" 江戶 時代 は 封建制度 が 確立して 各藩、 その 牆壁 を 堅く し隣國 との 交通 を 戒め 他國 人の 入國を 

可及的に 阻止した ために 方 一一 一一 ！： の 特殊性 は 著しく 增 大した。 ために 國 人が 他國に 遊ぶ と 少なから す 一一 一一 n 語の 不通 を 感じた、 

か i る 事情から 江戶に 上る 武士で 江戶 語と 自國 の 方言との 比較 を 記す も の や、 江戶 京阪 に 遊んだ 他國人 で 三 都の 言 紫 

を 書き留めた 手錄 風の もの も ある。 東北 地方に は 特に 多く 發 見され る、 多く は 藩士 や 儒臣の 手に なった ものである。 

山形に は 明 和 四 年 堀季雄 著の 濱 荻と 氏家剛 太夫の 莊 方 音 致が ある、 共に 一 百 語誌 叢 刊に牧 めて ある。 岩 手に は 寬政ー 一 


年 服部此 右衛門の 御 阈通辭 があって 南部 叢書に 收 めて ある。 宫 城に は 特に 多く 享和五 年の 猪 苗代 兼 郁の 仙臺 言葉 (以 

呂波 寄く 文政 卜 年の 瞀^ の 方言 達 用抄、 樱田 虎門の 仙臺 方言の 三 書 は 今日、 仙臺 叢書に 收 めら れ、 年代 不明の 匡 子の 

濱荻は 新に 一一 一一 n 語誌 叢 刊に收 めら れ、 堀 田攝津 守の 撰と 傳 へ られ る仙臺 方言 は 改修され て 裳 華 房から 仙 臺史傳 と 合冊で 

刊行され てゐ る。 關 東に は 見當ら す、 飛んで 名 古屋に は寬延 元年 山 本格 安 著の 尾 張 方 一一 一一 1： と 文政 一 一年 石 井 垂械の 水が は 

りと 文政 ra: 年の.！ 呂訛 言葉の 掃 溜が あるが 何れも 寫本 である (前 一 一書 は 近く 一  の宮の 土の 香 社から 出版と なる 苦)、 大阪 

に は 文政 二 年 著者 未詳の 浪花 M 書と： 大保 十五 年 版の 新撰 大阪詞 が あり、 丹 波に 年代 不明の 丹 波 通辭が ある、 浪花 聞 書 

と 丹 波 通辭は 古典 全集 中に 牧 めて ある。 中國 九州に はこの 種の ものが 極めて 少ぃ。 僅に 山 口に は 布施 御牆の 他所 問答 

あり、 岛极に 屮村守 臣の出 雲 昔と 云 ふ 方 一一 一一 n 關係 らしい 書名が^ える、 前者 は 長 周 叢書に 牧 めて あるが 短い もので、 後 

者 はま だ發 見され ない り 九州に は 幕末の もので 筑紫 ことばと 云ふ寫 本が ある、 之 は雜誌 方言 第一 卷 第三 號に轉 載して 

ある、 鹿兒 島に は 何 か ありさうな ものと 多年 探して ゐ るが 未だ 一 册も發 見し ない" 反って 極北の 松 前に は 松 前方 言考 

と 云 ふ ものが 嘉永 元年 に 淡齋如 水と 云 ふ 人の 手で 著 はされ てゐ る、 之 は 帝 國圖書 館所藏 の寫 本で あるり 以上 を 通觀す 

るに 寬延の 尾 張 方言 を 初と し嘉 永の 松 前方 言考を 終と し 其 間速續 して この種の ものが かなり 多く 編著され てゐた 事が 

わかる。 なほ 江 戶の隨 筆 類 等に 見える 方 一一 一一 l 記事に ついては 今一 切觸れ ない。 

〇 木^ 關 係參考 論文 及 著書 

朿欲 にあら はれた る 特殊なる 語法 (奈良 朝 文法 史) 山 E 孝 雄 「寶 文館發 行) 

國 訝に 於け る朿國 方言の 位置。 東國 方言 沿革 考 (来方 言^ 史叢 考」 薪 村 出 (岩波 書店 發行) 

三百 餘年 前の 日本の 方言に 關 する 西 人の 研究 橋 本進吉 (民族 笫ニ 卷笫 ー號〕 

^^方言 研究の 囘願  ニコー 


方 一一 B 研究の^ 觀  二 四 

長 崎 版： W 莉辭 書に あら はれた る 方言 资料 近.」 勝國^  (方^  ffi- U せ 第二 號、 第二 卷笫 ニ號、 笫 五號) 

片言 解題 (口 本 古典 全集) 新 村 出 同 刊行 會發 行) 

物類稱 呼、 浪花 聞 *、 丹 波 通辭 解題 (日本 古典 全集」 東條橾 (同 刊行 會發行 J> 

「物 類稱 呼」 西國 方言 索引 吉町義 雄 (文^ 研究 第  一 S 

岩 瀨 文 * 所蔵 「丹 波 通辭」 外 二種の 方言 稿本 東條操 (， 國 語と 國文學 、新资 料の 研究) 

國訝史 ー 中央 語と 方贯、 春 日 政治 (文獻 書院 發行、 國文學 講座) 

九州 方：： の W 町^ 雄 (九 火 國文學 ^一  號、 笫 ニ號) 

明治 大正 期の 方言 硏究 

大正の 末年から 昭和に かけて 勃興した 方言 舉界の 展^ を 試み る 前に、 前章 の 史 的敍述 の 筆 を 綾け て 明治時代、 大 正 

. 時代の 研究 を胺觐 したい。 

明治の 方 一一 一一 n 研究 は 先 づ英 人の 手に よって 起された。 此等英 人の 方言に 關 する 論文 は Trans き ticns  cf  ths  Asiatic 

Society  cf  Japan について 見る 事が S 來る、 その 最初. の もの は 一 八 七 五 年卽ち 明治 八 年の 同報吿 第一 二卷に S" はんた 

IXilks の米澤 方言に 關 する 研究で ある、 氏 は米澤 の興讀 館の 英語の 敎師 である、 外人が 日本の 僻地 特に 柬北 地方の 

如き 訛音の 多い 土地で 敎鞭 をと つて は 方 一一-;!: に與 味を惹 かれる 事 は 自然で あるが、 英國方  一一 一一 C 協 會の試 立が 一 八 七三 年な 

る 事 を 想起す ると 英本阈 の 方 首 研究 熱が 遙 かに 日 束の 米澤の 英語 敎師を 刺戟した 事が 想像され る。 南 後 同 報 齿 に引锓 

いて 褐げら れた方 ff「r 論文の 中で は Glanlberlilill 氏が 一八 九 五 年卽ち 明治 卄八 年の 報告 第二 十三 卷の 附錄 別^と ー て 


公に した 琉球措 研究 *v 以 て ，n 屑と する。 (筆者 は 琉球語 を 以て 國語 の 方 一一 一口な りと する 見解 を 持 つて ゐる ものであるが、 

琉球語 に ついては 他に 之 を 記す 人 が 有る と 思 ふので、 琉 球語關 係に ついては 略記す る に 留め る。) 

此 等の 外人の 研究に 刺戟され たもの か 明治 十 年 以後に 於て！：.？： に 方 一一- ： = 硏ザ しの 翳が 段々 と 高まり 種々 なる 形で 表 はれ 

て來 た、 今 之 を 年代順に 列擧 して 見る と 明治 十 一 年に は藝術 叢^に-向 讀齋 主人と 云 ふ 筆名で 外國 人に 對 しても 恥し い. 

から 方 言 辭書を 作 ら- 「と 云 ふ 提議が 載せて ある。 

明： 1E.HM 年 九月、 十月の 兩 月に は 砂 川 雄駿、 隈本尙 一 一氏の 發 起で 大^に 於て 諸國方 一一 一一 c 演說會 が 前後 一 一^に^って^ 

^されて ゐる。 同ハ ヰに 沖繩 縣舉務 課から 沖 繩對話 二 冊が S 行され た。  ， .• 

明治 十七 年 八月、 - 九月の かなの しるべ、 第二、 第三 號には 三 宅米吉 氏が 「くにぐにの なまり ことばに つきて」 と 云 

ふ 記事 を 寄せ 標準語 制お の 準備と し て の 方 一一 一一 〔 研究 を慫慂 して ゐる J 

明治 卜 八 年 ra: 月に は 三 宅 米 吉氏は 辻 敬 之、 湯 本武比 古、 岡 W 增な郎 の 諸氏と 共に 方 首 取調 仲間の 組織 を 企てた。 そ 

の 目的 は 趣意書に よれば 「各地 方の 方 一一 S を 集め 併せて 我國^ の 現 時の 有様 及 其 遷り變 りの 次第 を究 むる」 にあった。 

但し こ の 仲間が 成立した かど うか は 明かで ない。 

明治 卜 九 年に は 東京 人類 學會 報告が 發刊 された が、 この 誌 h では 方言の 寄書 を歡迎 して 多くの 方 首 表を揭 載した。 

. 明治 二十 年に は多屋 梅園 氏の Sf| 方言 (和歌 W 縣) が 公に され 繭 後逑年 方言 書が 刊行され、 二 トー 年に は 出 雲  一一 一一 E 葉 

のかき よせ、 二十 二 年に 鹿兒島 ことば、 二十 年に 莊. 5： 方言 考、 二十 五 年に 越 佐 方言 桀が 出て ゐる， 一寸 變っ たもの 

では 明治 一 一十 一 年に 靑田節 氏が 幅 島の 進 振 堂から 方 一一 H 改^ 論を發 行した。 著者 は 兵旗縣 人で 福お で 小舉敎 育に 從， し 

た 人で あ るが 方言 改良 の 必要 をと き 方言 改良 會 の 設^と . 學校 に 言語 練習 枓を 置く 事 を 提言し てゐ る。 

明治 大正 期の 方贯 研究  二 五 


方言 研究の 嵌觀  二 六 

明治 一 一士 一年 頃、 言語 取調 所の 黑田 太久馬 氏の 斡旋で 上 m 萬 年、 岡 倉 由 三 郞の兩 氏が 仙臺 方言の 採集 旅行に 上られ 

たが 之は舉 者の 採訪の 初めと 昆 るべ きもので あらう。 

明治 一 一十 六 年 岡 倉 由 n 一郎 氏 は 人類 學雜誌 第 九十、 九十 一 號に 「方言の 性質 及 其 調査 方」 を揭 げたが 三 宅米吉 氏の 論 

文 を 除い て 方言 研究の 方法論 を說 い た 最初 の 注意す ベ き 論文 で あ る。 

明治 一 一十 八 年に 大島正 健 氏 は 國民之 友に 「地方 發 音の 變化 及び 其 配布」 と 云 ふ 一 文 をよ せ、 音韻の 分布より 我 古代 

民族に は 山陰より 北陸 を 經て奥 羽の 西部に 至る 種族と 山陽 畿内に 移れる 種族と 濃美參 遠の 地 を 經て關 東より 奥 羽に 人 

れる種 埃との 三 大種挨 の ある 事 を推斷 されたり 

明治 一 一十一 一年に 發刊 した 風俗 畫報は 早くから 方 一一 S の 投書 をのせ て 居た が 明治 一 一十 九 年 以後 は 言語 門 を 設けて 方言の 

寄書 を 連載し、 ダラ ス の米澤 方言の 如き も 一七 二、 一  七 六 號に譯 載され、 大槻 博士の 日本 方 一 百の 分布 K 域に 關 する 論 

文が 三 一 八號に 載せられた など 注意すべき 記事 や 村 枓が少 くない。 

明治 三十 年 前後に 東京 帝 國大學 では 學者を 各地に 派して 方言 を 調^せし め、 傍ら 各地の 方言 集 を 集め、 又は 方言 を 

蓄音機の 蠟 管に 吹き込ませた どした。 しかるに 此 等の 書類、 蝶 管 は 大正の 震 火災に か i つて 悉く 燒 失した が此 中には 

新 村、 保 科、 木 村 (吉澤 博士/八 杉、 龜田 諸氏の 貴重な 報吿 書が あった。 

かく 明治 十 年 頊 から 明治 三十 年に 至って 徐々 に發 達し 来った 方言 研究 は 明治 三十 五 年 ra 月に 國語 調^ 委員 會が 設置 

され、 同會で 方言 調 杏に 着手す る 頃から 一大 躍進 を 見せる 事と なった。 卽ち、 同年 七月に 公表され た 同會の 調査 方針 

中には 第三 項に 「國語 ノ昔韻 組織 ヲ調 赉スル コト」 第 四 項に 「方言 ヲ調 杏シ檫 準語ヲ 選^ スル コト」 の 二つが 揭げて 

ある。 同會 はこの 調 奄の爲 に 明治 卅六年 九月、 調 杏 事項と して 音韻に 關 する もの 卄 九條、 語法に 關 する もの 卅八條 を 


選み 之 を 各 s 縣に頒 つて 調^ を依囑 した d この 調 〕化 報齿書 は 明治 卅七年 月 中に 調^ 會に 到着し 同 會は之 を 整理して 

明： m 卅八年 三月に 昔 韻 調^ 報齿書 一 册、 音韻 分布 圖卄九 枚 を先づ 刊行した。 分布 園 は 新 村、 龜 m 兩氏、 報齿書 は 榊 原、 

^田兩 氏が 作成に 當 つた U 铳 いて 明^ 卅九年 十二月に" 語法 調杳 報告書 ニ册、 口語 法 分布 圖卅七 枚 を 刊行した が、 こ 

の 方 は、 分布！： は 岡 W (正 美)、 保 科、 新 村、 龍 田の M 氏、 報告書 は 趣 田、 神 田、 榊 原の 三 氏が 作成に 當 つた、 共に 上 

m  (萬 年) 主 ^委員の 監督の 下にな された ものである。 

方言 の 音韻 や 語法 の 全國 的調杳 はこの 時が 初めてで あり、 その 結果に 於ても 我國の 方言 一 te: 劃と し て從來 略、 考 へら 

れ て^た 東 日本、 西口 木の 境界線 を 方言 事實の 上から 明かに した。 口語 法 調 杏 報告書の 口語 法 分布 圖概觀 の 記事の 中 

に、 分布 圖に關 し 

未來ノ 云ヒ方 ニ於テ 「うけよう」 ト 「うけう」 ト (第二 圖 J- 「こよう」 又ハ 「きょう」 ト 「こう」 ト (第三 阖) 「しょう」 ト 「せ 

う」 ト 、第 四阖) ノ 對峙、 打消 ノ云ヒ 方 二お テ 「ない」 ト 「ぬ」 ト (第五 阖 ヨリ 第 七阖ニ 至ル) 「なかった」 ト 「なんだ」 ト 「第 

八阖) 「ないで」 ト 「いで」 ト (第 九阖) r なければ 一 ト 「ねば」 ト (第 十阖) /封 峙、 命令 ノ云ヒ 方 ニ於テ 「ろ」 ト 「よ」 ト 

「い」 ト (第 十三 阖 ヨリ 第 十七 阖ニ 至ル) ノ 對峙、 指定 ノ云ヒ 方 ニ於テ 「だ」 ト 「ぢ や」 ト (第 十九 圖) ノ 對峙、 活用 ノ形ニ 

於テ 「拂 つた」 ト r 拂 うた」 ト (第二 十二 阖) 「讀 ました」 ト 「讀 ませた」 ト (第二 十六 阖) 「寒く」 ト 「寒う」 ト (第二 十七 

阖」 ノ對峙 等 ァリ、 而シテ 此等ノ 對峙ハ 略々 東西 方言 ノ特 徵ノ 對峙ト 見得べ キ ガ如シ 

と 云 ひ、 た ほ 之に 未来の 云 ひ 方の 「ベ い」 を 云 ふ 地方と 云 はざる 地方、 「出した」 「指した」 と 云 ふ 地方と 「 屮 I いた」 

「指いた」 と 云 ふ 地方との 分布 を 併せ 考 へ て 

假 ニ全國 ビー 一一 n 語- 瑕 域ヲ 東西 一一 分 ダン トス ル時ハ 大略 越 中、 飛驟、 美 濃、 三 河ノ東 境-一 沿 ヒテ其 境界 镍ヲ引 キ此線 以東 ヲ 東部 方 

明治 人. 止 期の 方.： lew 究  二 七 


か- 究 の槪觀  二八 

Is ト シ以 两 ヲ 西部 方言 ト スル コトヲ ルガ 如シ 

と 述べて ある。 なほ 九州 方言に ついては 

九州 一一 ハ槪 シテ古 キ形殘 リ他ノ 地方-一 普ク行 ハル 、新 シキ形 ナキ事 多シ、 四 il ノ 大部分 及ビ 中國ノ 西部 等 之 二次 グ。. 上 ニ段活 

用/動詞 第二 十八 阖) 下 二 段 活用/動詞 (第二 十九 圖 受身 勢相ノ 助動詞 「るる」 (第三 十阖) 使役/助動詞/ 「さする」 (第 

三十 一 圖，) 四 段 活用/動詞/受身 又ハ勢 相/形 ヲ約 メテ下 一段-一-; ムフ モノ  r 第三 十七 圆) 等ハ主 トシ テ 九州 二 於 テ正シ ク行ハ 

ル 、 コト 後項 別-一 說クガ 如 シ他ノ 地方-一 於 テハ此 等 ノ形ハ 一般-一 一段 ノ 活用-一 移リ又 之ト相 混ズ、 漠語ヲ 佐行變 格-一 活力 セテ 

更- ー或ル モノ ヲ四段 活用 又ハ上 一段 活用 二 轉ズル コト ハ他 地方 ニ於テ 一般 二見 ル所ナ レドモ 九州 一一 テ ハ此 ノ新シ キ云ヒ 方ヲ爲 

サザ ルガ 如シ (第三 十四 阖、 及ビ 第三 十五 阖) 「です」 「だす」 ノ類ハ 九州 及ビ 四國ノ 大部分 中國ノ 西部 等 一一 ハ行 ハ レズ (第二 

十阖 ) …； 又 打消 ノ 過去 ノ云 ヒ 方 一一 於テ 九州 及ビ 島根 縣等 二 テ ハ 「なんだ」 「なか つ た」 ノ孰 レモ 云ハ ズ (第 八阖) 「ざ つ だ」 「ん 

だった」 「んぢ やった」 ノ類 ヲ云フ コ ト 多シ。 

と 云 ひ、 なほ • 九州 方言と 東北 方 一 一一 一 n とに 一 致の ある 事 を も 指摘して ゐる。 

この ロ^ 法 調^報告 書の 大要 は 文部省 發 行の 口語 法 刖記屮 に 巧に 採録され 之と 首 語の 史的 變遷 との 關 係が 對 照され 

る やうに たって ゐる〕 , 

音韻の 方 は 報告者に 昔 韻の 素養の 不足な ために 所期の 效果 は收め 得なかった やうで ある。 それでも 次の やうな 重要 

た 事 實が分 つ た。 之 は 前に 述 ベ た 大島正 健 氏 の 論文と 對照 すると 輿 味 深 いもので ある。 

一 、 字昔ノ 「H」 列 長 昔 (も) ヲ 發音ス ル 地方 ハ 同一 一重 音 (.33) ヲ 發昔ス ル 地方 ヨリ モ甚 廣シ、 但シ其 一 一 m- 音ハ 西南 

部 - 一分 布セ ル ヲ兄ル (第 六圇) 

一、 「ガ」 行 鼻音 ハ兵 庫縣及 ビ德島 縣ヲ界 トシ 其 以東 一 一廣 ク行 ハル 只 新 ^縣ョ "東南 ー帶群 馬、 栃木、 埼玉、 千葉ノ 


數縣 一一 1 ル 地方 -ー 於テ 地铳キ 一一 此昔 ノ缺ケ タル ヲ見ル (第- 一 卜 五圖、 第- 一 卜 六圖) 

一 、 「力」 r クヮ」 ノ^ 刖ハ 西南 部及ビ 北方 沿海 ノ ー帶- 一行 ハ レ 其範闼 ハ狹シ トセ ザ レドモ^^: 別 ヲ失ヒ タル 範 W 一一 比 

シテ 〈小 ナリ トス (第一 一十 七圖) 

一 、 r ジ」 「ヂ」 ノ區刖 ノ行ハ ルル 範圍ハ 僅-一九 州及ビ 四 國ノ 一  部分 一一 局シ全 國多ク ハ フン」 ヲノ： 發 昔スル モノ ノ如 

シ 、 然 レド モー 一音 ノ IE! 別 消滅 シ テ其結 菜 r ジ 」 一一 歸セシ 力 「ヂ」 一一 歸セシ 力 ハ尙ー 厣 周密 ナ ル 研究 ヲ耍 ス ルコト 十 

リ (「 ズ」 「ヅ」 ノ區別 亦 同ジ) (第一 一十 八圖、 第一 一十 九圖) 

^法の 側に も 係 結の 殘存ゃ 動詞の 活用の 古 形な ど を 西部 地方に 認める 事が 出来て、 之を以 h の 昔 韻 現 I と 併せて 考へ 

ると 國語 の 史的 變遷 の 迹を 察する 事が 出來 る。 かくの 如く 調 W 委員へ H の 調査 は 相 當な效 栗を收 めた の で あるが、 報吿 

が 府縣單 位の 爲に その 繁簡が 一様で なく、 全縣 をー區 割と した もの も、 数區 劃に 分けた もの も あり 不統一 であった。 

特に 東北 地方で 靑森、 秋 田、 宮城、 關東 地方で 栃木、 干葉、 神奈 川、 巾 部 地方で、 山 梨、 S 野、 靜岡、 岐阜、 石 川、 

幅 井、 近畿 地方で 兵 庫、 三重、 中國 地方で 鳥 取、 山 口、  TO: 阈 地方で 德島、 高 知、 九州 地方で 熊 本、 鹿；： 儿島 等の 諸縣は 

報齿が 頗る 簡單 である" 阈語 調査 娄員會 は 更に 巿郡單 位の 精 杏 を 試みる ために 明治 四十 一年 三月、 「昔 韻 取調-一 關ス 

ル * 項」 四ト 一條 、「口語 法 取調-一 關スル 事項」 九十 條を 印刷し 之 を^び 莳縣に 委嘱した、 この 報吿書 は 約 九 百 通の 多 

きに 上り 岡 田 (正 美) 氏 主^と なり 荒木、 東 條のニ 名が その 整理に 當 つたが 大正 二 年、 行政 整理の ために^ 員會宵 制 

は 魔 止と なり 從 つて その 調 杏 は 一時 中止の 止むな きに 至った。 その後 大正 五 年 六月、 國語 調査 事務が 文部^ 普通 举務 

！: S で 取扱 はれる やうに なって からこの 方言 調査 も 東條、 湯 澤のニ 名の 手に よって 繼鑌 され、 傍ら 方言 語彙 も 山 本 氏に 

よって 蒐笫 され 力 ー ド 式で 整理され る 事と なった。 之 を 監督され たの は 調 杏 主 住の 保 科 氏で ある。 

叨治 人：. ^の 方^ W 究  二 九 


方言 研究 c 槪狨  三 0 

かくて 音韻 分布 圖約ー 一 百 枚、 口語 法 分布 圖約 三百 五十 枚の 外に 音韻 及 口語 法 調査報告 書 も脫 稿した が、 何分に も浩 

瀚な爲 に 印刷の 運びに 到らぬ 中に 大正 十一 一年. の. 震 火災に その 資料た る^ 縣の 報告書と 共に 悉く 燒亡 してし まった。 か 

くて 明治 四十 年 時代の 方言の 狀態を 知るべき 貴き 記錄は 永遠に 失 はれて しまったの である。 

國 語調. 強 委員 會の 乎に よって 編纂され たものに なほ、 方言 採集 簿が ある。 之 は 明治 三十 七 年 十月に 保 科 氏の 撸 任で 

編まれた もので 外國の 類書 を參考 して 約 三百 頁の 小 W 子と した ものである j 標識 語 は 名詞 を (一) 天文 地理、 (二) 博 

物、 (三) 人倫、 (四) 身體、 (五) 衣食住、 (六) 神怫 人事、 (七) 殖康 工業、 (八) 運輸 交通、 (九) 雜の 九！： とし 更 

に 之 を 門 毎に 細^し、 以下、 代名詞、 數詞、 形容詞、 動詞、 副詞、 接 綾詞、 助詞、 呼掛 返事 並に 感動の 語、 動詞 形容 

詞の 活用形、 助動詞の 活用形、 時 法 等の 言 ひ あら はし 方、 待遇 上 諸種の 云 ひ あら はし 方、 語詞の 組立 方 を 記入す る や 

うに H 夫して ある、 我國 最初の 採集 簿 である だけに、 この 採集 簿は數 版 を 重ね 大に 採集 者に 利用され た。 

以上の 如き 調赉 委員 會 の 方言 調査 事業に 刺戟され て 各府縣 に も當時 方言 研究 熱が 起 つた 事 はこの 前後に 方言 刊行物 

の 激增を 見た 專實 で も 分る J 

明治の 末年に 現れた 刊行物の 中に 伊澤 修ニ 氏の 東北 發昔 矯正 法が ある。 之 は 伊澤 氏が 當時、 東北 地方に 招聘され 各 

所の 講習 會で發 昔 矯正 を 指導した その 體驗の 結晶で ある。 明治 四十 五 年 七月 東京 帝 國大舉 に 於て 行 はれた 講^ 會で藤 

岡 敎授が 新しき 昔 聲舉の 立場から 主として 東北人の 發音 矯正の 指導 をされ た、 之 は 敎授が 東北 地方 を 視察し 伊澤 式發 

音 矯正 の 弊 を 認めた 結果、 こ の 講習 會とな つたので ある。 しかし 伊澤 氏の 東北 及 出 雲に 於け る發音 矯正 事業 も沒す ベ 

からざる 功镜 で ある。 なほ、 講習 會 で は 明治 卅五 年帝大 に 開催 された 保 科 氏 の 方言 に 關す る 講演 は 古い ものである。 

u 語調 杏 委員 會の廢 止が 影響した もの か、 明治 末期から 大正 初期に わたって 方 一一 一一 I： 研究 はや & 頓挫 を 見せた。 


〇 本章 關 係參考 論文 及 著書 

明治 期の 方言 硏免 吉 3 澄 夫 (國 詰敎育 笫 十六 卷第 九號) 

チェン バレ ン 氏の 琉球語 研究 吉田澄 夫 (言語と 文學 笫 六辑) 

方言 研究と 方言 文學 東條操 (日本 文學 講座— 科 外！ ！訪) 

昔^ 漫錄 大烏正 健 (內 外出 版 協會發 行〕 

口語 法 別記 國語 調査 委員 會 (國定 敎科書 共同 K 賨所發 行) 

現代 方言 學界の 展望 

昭和に 至って 第一 一 13 目の 舂を迎 へた 方言 研究 も 決して 俄に ゆ、 いた 空 花で はない、 之に は 柳 田圃 男 氏が 根を堉 ひ 水 を 

灌 いだ 多年の 苦心と、 その 成長 を 助けた 時運の 惠み もあって、 その 萌芽 は 早く 大正の 初年に 見る 事が 出来る。 

大正 初年の 事 實を數 へ て 見よう。 

大正 一二 年に 來 朝した 露 人 pcliwallov の 方言の ァクセ ン ト調莶 は 我國の 方言 學の ために も 音 聲學 のために も 忘る ベ 

からざる 貢獻 である、 アクセントに ついては 明治に 於て は 山 田 武太郞 (美妙 齋) 氏の 昔 調 論と その 日本 大辭 書に おけ 

る ァクセ ン ト 表記に 先づ 敬意 を拂 はない わけに は 行かない。 山 田 氏 は 方言に も かなり 輿 味 を もって ゐ たやう で、 方言 

に關 する 書物 を かたり 桀 めて ゐ たやう である〕 しかし、 氏に も 方言の ァクセ ン トに關 する 研究 はない。 

大正 三年 は西曆 一 九 一 四 年で 歐洲大 戰の第 一 年で ある、 特に ボリ ヮノフ の來 朝した の は 露西亞 がその 國境を 獨逸軍 

に 脅されて 苦戰 して 居った 頃であった- 彼 はべ テ ログ ラ ー ド大學 の 暑中休暇 を 利用して 日本語の ァクセ ント 研究に 志 

現代 方言 學界の 展望  三 一 


方贯 研究の 概觀  三 二 

し、 東京 語から 靑森、 秋 田、 京都、 土 佐、 長 崎の 讃 方言へ と 手 を 伸ばした。 その 翌年 も 再び 来朝して 研究 を 綾 行し、. 

その 成 某 は 東京 語の 樂的 ァクセ ン 卜と 長 崎縣西 彼杵都 三重 村 方言の 一 一冊と なって 露 文で 發 行され た、 特に 後者に は 日 

本 方言 資料 第 一 冊と 云 ふ 文字が 添 へ て ある、 第一 一冊 は 現 はれなかった らしい けれど その 志は壯 なりと せねば ならない。 

國 語の ァクセ ン ト硏究 は その 時の 氏の 協同 調査 者なる 佐 久間鼎 氏に よって 其 後 大成され たが 氏が ボリ ヮ ノ フ 氏の 研究 

. によって 刺戟され た 事は少 くなかった 事と 思 ふ) 

大正 六 年 八月の 東京 帝 國大擧 夏期 講習 會に 於て 上田 萬 年 敎授は 方ず の 研究 法に 關 する 講義 を 開講し 泰西に 於け る硏 

究法を 紹介した。 

大正 五 年 四月 發 行の 鄕土 研究 第 四 卷第 一 號に 方言 欄が 設けられた。 ク： は 昭和に 於け る 柳 田國男 氏の 方言 研究 を豫報 

する ものと して 大に 注意す ベ きもので ある。 その 方 一一 S 蠲を 設けた 氏の 挨拶の 中に 

私な どの 方言 趣味 は 研究 と 云 ふよ り も道樂 であった、 古い 歌 や 文章 を 見る と 時代が 後になる 程 却って 語彙の 分量が 滅 返して 居 

る の は爭 はれぬ 事實 である …… 殊に 著し い の は 地理 學 上の 用語で ある、 京都に も 近くに 山 も 川 も あるが 山川で 生^す る 入が 無 

かった、 少なくも 言語 を 後世に 殘 した 人に は 細かな 山川の 名稱 が無關 係であった、 それ故に.. ：！. 世 以後に 成った 語彙に は 地形 を 

表 はす 語が 驚くべく 乏しい、 …… 而も 田舍に 行つ て 見る と 大小 殆ど 凡ての 地形に は 各 名稱が ある、 そこで 自分 は 曾て 地名 を 多 

く 集めて 文藝 中心地で 滅びた 多く の 日本語 を 復活 させ やうと^ みた ことがある、 …… 之 を 再び 世 中 へ 出し て 用ゐる 前に は 各地 

方 の 方言 を 比較し て 見る 必要が あつたが まだ 力の 及ばぬ 部分が 多 い 。 

と 云 はれて ゐる" 柳 田 氏が 地形の 方言に 興味 を 持 たれた の は 何時から か 分らない が、 澤 山の 力 I ドを 整理し、 その 

果を發 表された の は 明治 四十 三年 一 一月 以後の 事で 「地名 雜考」 と 云 ふ 論文 を歷^ 地理 第 十五 卷ー ー猇 より 大正 一 一年 八月 


の 第二 卜 卷ニ號 まで 連載され てゐ る、 大正 元年の 地擧雜 誌に も 「地名の 話」 が 十月より 十二月に 亙って 綾 載され たり 

この 鄕土 研究の 方言 攔 では 地名の 外に 風の 名、 私有 財康、 勞カ 交換な どの 方言が よく 論じられた、 鄕土 研究 は 大正 六 

年 三月 を 以て 休刊と なり、 その後 身と 見るべき 民族 は 大正 hra 年 十一月に 創刊され たが、 その に 折 口 信 夫 氏が 編輯 

した 土俗と 傳說 が， k 正 七 年 八月から 大正 八 年 一 おまでに 四册 出て 之に も 方言 欄が 設けて あった。 

「民族」 が. 誕生した 頃 は 日本の K 俗舉の 早春であった、 後に 民俗 學槪 論を譯 された 岡 正 雄 氏が 第一 卷 第一 號に 民俗 

舉の 目的 を Rivers の ものから 譯 載した やうに、 方言に 關 する 論文に も 方言 學を 一般に 紹介す る やうな 論文が 載せら 

れた J 小 林英夫 氏が 第三 卷 第三 號に 載せた 「方言 學 * その 理論と 實際」 の 一 文 は D;szilt によって 言語地理 學の 概念 

を說 いた ものである。 橋 本 進 吉氏も 前に 述べた。 ドリ ー ゲスの 紹介の 外に、 第三 卷第 號に 「歷 史上から 覜た 日本の 

方言 區劃」 を 書かれた、 之 は 或る 意味で は 昭和 一 一年 三月に 著した 東 條の國 語の 方言 區 劃に 對 する 一 つの 批評で も あつ 

た リ 卽ち 國語 の 方言 區劃 で 東條は 次の 如き 區劃を 公に して ゐ たので ある。 

本州 東部 方  一一 =n 

本州 中部 方 議 

本州 西部 方 言 

"琉球 方 言 

九州 方言に ジヂ ズヅの IHC^ の ある 事、 本州の ォ 母音が ゥ 母音に 多く 轉 じて 居る 事、 動詞、 助動詞の 活用に 二 段活の 

残れる 事、 形容詞に 特異なる —力」 形の 活用の^: する 事、 係 結の 殘れる 事、 ニー K にして 云へば 室町 時代 以前の 首 語め 

現代 方言 學界の M 望  一 二三 


(本州 本 首- 

(內 地方  一 5 

本 語ん  (九州 方 き a 


方言 硏究の 槪©  三 四 

俤が な ほ 九州 方言 に 淺ぉ する 點 から、 以上の 諸點を 分類 の 標準と し て 九州と 本州と を 針 立 させた ものであるが、 之に 

對 して 撟本氏 は 次の 如く 云 はれて ゐる。 

古代に 於て は 東西 兩部 方言の 差異 は 九州 方言と 本州 方言との 差異に 比して 遙に顯 著で あつ て 九州 方言 は 西部 方言 中の 一 部分と 

見た 方が 穩當 では あるまい かと 想 はれる、. - 室町 時代に 至って は 九州 方言と 上方の 方言との 間に かなり 著しい 相違が あつたので 

あるが、 それでも 東國 方言に 對 して みれば この 兩 方言の 間に 多くの 共通 點を 有って ゐ たものと 想 はれる U …… 然るに 室町 時代 

以後 太 州 諸方 言に 於て ジ とギ、 ズと. ッの區 別が なくなり、 二 段 活用が 一段に 變 化した 爲、 九州 方言と 本州 方言との 差異が 多く 

なり、 九州 方言が 日本の 方言 區劃 上、 獨自の 地位 を 要求す るに いたった ので ある。 

この 史的 考察から 云 ふと 歷史の 上で は 東西 兩部 方言の 對立は 九州 方言と 本州 方言との 對 立よりも 一 署明暸 であり 一 曆 

根本的 で あ る と 結ん である。 

この 史的 考察に つい て は 恐く 誰も 異論 は あるまい、 要は 現代の 方言の 實 際に 基い て 見た 時 九州 方 一一 ーー〔 の 位置 はどうな 

るかと 云 ふ點 に 歸 着し 橋 本 氏 も 之 について は 意見 を述 ベ て 居ない。 方言 分類 の 標準に 何 をと るかと 云 ふ 事が この 問題 

の 解決と なる であらう。 

柬 條の國 語の 方言 區劃は 同人の 大口 木 方言 地 圖の說 明 書で ある。 この 地圇は 大正 十五 年 七月、 靜岡 高等 學 校に 於て 

文部 講^の 開 かれた 時 「古代語と 方言」 の 題 下で 東條が 講義した 時に 使用した 方言 IE!: 割 II を 版に した ものである。 

この 地 圖及說 明 書に 於て 東條は 方言 區 劃の 細分 を 提案して 見た、 卽ち、 本州 東部 方言と 本州 西部 方言の 間に 中間 地 

帶の 本州 中部 方言 を 新^し、 九州 方言と 合せて 四 大方 言 區を考 へ、 各 大方 言 區 を 夫々、 若 千の 小 方言 區に 分けた ので 

あ る。 本州 柬部方 一一 H を先づ 東北 方霄 と關東 方言と に 分ける。 東北 方言に 現 はれ る 多くの 訛音 現象 は 南下す るに 從 つて 


その 色彩が^ くな り關來 方^に 於 て^ど その 痕跡 だけと なる、 しかも 所謂 「關柬 ベい」 は 東北 地方に も 行 はれて ゐる" 

この 東北 方言 は 日 木 海 沿岸 卽ち出 羽 方：  一一 E と 太- 个洋 沿岸 卽ち三 睦 方言と に 大略 は 分ち 得る やうで あるが 出 羽 方言と 三 陸 

方言との 相逮は 後に 述べ る 九州の：：； 方官 間の 差異 ほど 明瞭で ない。 八 丈 岛は關 東方 言に 大體、 屬する やうで あるが ま 

だ 十分に 系統 は 分らない。 

木 州 中部 方言 は 之 を 北 睦 方 一一 一一！： と 東海 東 山 方言と に 分け る 、 束西兩 方言 の 混合 地帶 であ るが 北陸 方言 に は n 部 方  一一 i" の 

色彩が 濃厚で ある。 

本州 西部 方言 は 近畿 方言、 瀨戶內 海 方言、 雲 伯 方言、 土 佐方霄 に 分ける。 近畿 方言 は 訛音が 少ズ 二重 母 昔な どの 變 

化も少 い、 一昔 節 語 を 長 呼す る倾 向な どが ある、 ここに は 「どす」 「おす」 の 京都と 「だす」 「おます」 の 大阪の 二 中心 

が ある。 渐戶內 海 方言と は 雲 伯 方言、 土 佐 方言 を 除いた 屮國 國の 方言で、 二重母音の 變化 や、 「と」 拔け 現象 や 「さ 

かい」 の 代りに 「けに」 「きに」 の 助詞が 現 はれ、 「ざった」 が 「なんだ 一 と^じて 現 はれたり する。 この 中で ra 國 方言 

に は 近 畿方 ff 一！ I の 影響が 多い。 雲 伯 方言 は 出 雲 を 中心とする 地方で 東北 地方に 類した^ 昔が あり、 語法に も 柬部 方言 に 

似た ものが ある。 土 佐 方言 は四國 方言の 二 變嵇 であるが 「ジ」 「ヂ」 「ズ」 「ヅ」 の 15!: 刖 など 九州 方赏に 近い 點も ある。 

^嶼 部で は瀨戶 €： 海 の 島嶼の 方言の 性質 や、 隠岐 の 方言 の 所屬 など に 問題が ある。 隱岐は 出 雲 に 近く 石 見に 遠 いやう 

で 或は 雲 伯 方言 に 加 ふべき もの かも 知れない。 なほ 調^して 見たい。 

九州 方言 は 之 を豐日 方言、 肥 筑方首 、 薩隅 方言に 分ける、 この 中で は 薩隅方 首と 肥筑方 一一 一一 n と は 類似が 多い が 薩隅方 

一一 H では 入聲の 語尾 や、 短 呼の 傾向が 著しい。 豊日 方言に は 「甘 か」 の 如き 「か」 形の 形容詞が 行 はれて 居ない、 二直 

母 昔の 變化 にも 相違が あるり 薩南 諸島 中、 奄 美大 島 及屬島 は琉球 系統で あるが、 その 以北 は 大體、 九州 方實に 加へ て 

现代 方言 學界 の展紫  三 五 


方言 研究の 漑觀  三 六 

よから う。 九州に も 多くの 島々 があって、 かなり 特殊な 方 一一 一一 n が 行 はれて ゐる、 種子 島な ども 薩 摩と はかなり 異なって 

ゐる . 東條が 大日 本 方 一一 k 地 圖と國 語の 方言 區 劃と を 育英 書院から 發 行した の は 昭和 一 一年で あるが、 柳 田 國男氏 はこの 

昭和 二 年に 於て 多くの 注意すべき 論文 を學 界に途 つて ゐる、 ま づ民挨 に は 第二 卷 第三 號の 「地名 考說」 を 初めと し 毎 

號方言 記事 を 執筆し 昭和 三年の 第三 卷 第三 號 以下の 「方言の 小 研究」 に 及んで ゐる。 けれども 柳 田 氏 は 寧ろ、 社 食の 

备 方面に 方言の 趣味 を 鼓吹す る 事に 一 暦 努められ たと 見えて その 論文 は备 種の 刊行物に 散見す る、 アサ ヒ グラフに は 

四：^ より 十月に 亙り 「方言と 昔」 を 二十 九囘 にわた つて 連載し、 同じ 四月より 七月まで 人類 畢雜 誌に 「蝸牛 考」 を 寄 

せ、 六 月 より 八月まで 斯 民に 「農民 史 研究」 の 一部 を、 七月より 九月まで 近代 風景に 「民間 些事」 を、 九月より 十一 

月まで 信濃敎 育に 「小さき ものの 聲」 を矢繼 早に 連載され てゐ る。 いづれ も 多年の 蘊蓄 を 傾けられ たもので 再 讀三讀 

すべき 滋味と 示唆 ビ 創見に 富む 論文で ある、 就屮、 後口、 改訂の 上、 言語 誌叢刊 巾に 牧 めた 「蝸牛 考」 は 彼の ジ イエ 

口 ン 氏の 一 九 一 ，< 年の 「蜜蜂 を 指示す る單 語の 系譜」 にも まさる 名論 文で、 极 つたの は 蝸牛の 方言に 過ぎない が 之に 

よって 語詞發 生の 理法 を具體 的に 剖撿 して 見せ、 最後に 「方言 周 圈論ー に 及んだ。 金 田 一氏 は 之 を 紹介して 「柳 田 先 

生の 蝸卞考 は 方言 研究の 究極の 典 例 を 示す」 と 云 ひ 「 一 卷を讀 み 終へ てた ぐ 驚嘆す るの は 博大な 知識と 之 を 綜合す る 

驚くべき 想像力の 威力で ある」 と 云 ひ r 一  篇の國 語史が 同時に 一一 一一！： 語 心理 學の 領域に 入って 一 般 原理の 考察と たり 方言 

の 研究が 直ちに 言語 舉の 理論 を衝 いて ゐる」 と 賞揚した、 氏 は その 內容 について は 

初の 三 章 「言語の 時代 差と 地方 差」 「四つの 事實」 「方言 出現の 遲速」 は 要するに 緒論で あり 四 章 目の 「デ ンデン ムシの 領域」 

から 第一 の 京都 方言 デデ ムシ 系の 諸 名稱の 考證に 人る、 そして それが 次の 「童 詞と 新語 發生」 「二種の 蝸牛の 唄-一 「方言 轉 訛の 

誘因」 まで 行って 驿 決される。 次の 一 マイ マイ 領域」 から 第二の 東京 方言の マイ マ イツ ポロの 系統の 諸 名稱の 考證に 人って 


それが 次の 「その 種々 なる 複合 形」 「蛞蝓と 蝸牛」 語感の 推移」 「命名 は 興味から」 まで 行 つて 解釋 がっく。 次の 「上代 人の 誤 

謬」 の 章 は 第三の カタ ツム リ系 それ は カサッ ブリの 意味だった とい ふ 語原の 考究に 入って、 次の 「單 純から 複雜 へ」 と 「語 昔 

分化」 の 章が 卽ち第 II の ッブリ 系— それ はッ ブラと 關 係が ある— 卽ちッ ブラの 語義が 說 明せられ、 その 變 種の タ マグラ は 次章 

の 「訛語と 方言」 の條で 論ぜられ、 最後に ッグ ラメの メ、 シタ タミの ミと いふ 語尾の 語原が 蜷 (一一 ナ、 ミナ〕 だとい ふこと が 

「東北と 西南と」 「都府 生活と 言語」 「物の 名と 智識」 の 條で說 明され てゐ る、 第五 系の ナメ クジに 就て は 前の 「蛞蝓と 蝸牛」 

の 章で 論究され てゐ るので これで 五 種の 名 稱が片 がつ いて ー篇の 結論 は卽ち 結末の 一 章 「方言 周圈 論」 がそれ である。 

と耍領 よく 紹介され てゐ る。 この 「蝸牛 考」 に は 終りに 色 刷の 蝸牛 異稱 分布 圖が ついて ゐる。 

さて 本書の 結論なる 方 言 周 圈論は 所謂 方言 區劃を 否定し 新に 方 1  一一 c 周 圈の說 を 述べた ものである J 柳 田 氏 は 云 ふ 

私の 考へ るに は 若し 日本が 此樣な 細長い 島で なかったら 方言 は 大凡 近畿 を ぶん ま はしの 中心として 段々 に 幾つかの 阇を 描いた 

ことで あらう、 從 つて 或 方面の 一本の 境 線 を 見出して これ を 以て 南北 を 分割 させよう とする 試み は 不安 全で ある、 同時に 南海 

の 島々 と 奥 羽 の 端と を 比較し て 見る ことが 至つ て 大切で あり、 又 土 佐 や 熊 野 や 能 登の 珠洲の 如き 半島 突角の 言語 現象 は 殊に 住 

意を拂 ふべき 資料で あると 信ずる、 何と なれば 我々 の 想像の 圓周 は往々 にして 斯んな あたり を 今 一 度 通過して 居る かも 知れぬ 

からで ある (， 人類 舉雜誌 第 四十 ニ卷 第五 號し 

前の 「蝸牛 考」 中の この 文 を ここに 引いた の は 方言 周！ 一 論と 云 ふ 名目 を 最も 容易に 理解 させ 得る からで ある。 各 

地方に 行 はれる 軍 語 は 夫々、 獨特な 領域 を もつ て 居り、 その 等語線 は 夫 々 特有な 形 を 持 つが 故 に 方言 區 割な る もの は 

單語备 語の 上に はあって も、 之 を まとめて 重ね 寫眞の やうな 效果を 方言の 上に 認める 事 は 出来ない、 方言 區 劃と 云 ふ 

が 如き は 幽靈の 如き 存在であって 其 はた 1- 舉 者の 架空の 想像に とどまる と 云 ふやうな 言語地理 學 派の 主張， V、 柳 田 氏 

の 方言 周圈 論と は 類似 點 はあって も必 すし も 一 致す る ものと は 思 はれない。 氏の 周圈を 形づくる 波の 形 も 恐く 一  様の 
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圓で なく 出 人の かたり 不規則な ものと 想像され る けれど 東北と 西南との 一致 を說 かれる 事な どから 思へば、 一 の 中心 

から ほ^ 等距離の 地點に 類似 方言の 存在 を豫 想され る もので かたり 規則的な 圓周 かと 思 はれる。 然 らば 之 も 一 種の 方 

言區 劃 論で ある。 言語の 波動 的傳 播を說 かれる あたり は 所謂 改新 波の 說に 通じ、 Srlimidt 等の ン Vellen  Theol.ie とも 

合し、 之 はまた 令 日 誰に も 異說の あるべ き說 でない。 要は 從來の 如き 方言 區 劃の 設定 は 無用 か 否かの 問題と なる。 

怫蘭西 派は單 語に 立脚す るが ために 方霄 15!: 釗の 如き はこれ を 無用と し、 更に 進んで 區劃 設定 を 不可能な りと 云 ふ 0 

一 體に 新陳代謝の 盛な、 また 非常に 多種な 方言 分裂 をす る 單語を 基準に とって 考 へれば この 論 も 一 應は 道理で ある、 

言語 の 史的 變遷 の 上に 例 をと つ て も 各單語 の 生命 は 151! 々であって 或る もの は 萬 葉の 古から 今に 及び、 或る もの は 明治 

に 起って 今日 旣に 死語と なって ゐる、 この 單 語の 上の みから 考 へる 時、 國語史 の 時代 區 分が 一見、 立たない のと 同様 

である。 しかし、 この 基準 を 語法に とり 昔 韻に とる 時 は 自ら^た 觀點が 生じて 來る。 現に 東西 兩方言 の 對峙は 語法 事 

實 から 歸納し たもので 之 は 机上の 本： 論で ない。 昔 韻の 分布に ついては 大島氏 も、 伊澤 氏 も、 はた 阈 語調 杏 委員 會の調 

齐に 於ても ほ r 同一 の 區 劃の 存在 を立證 して ゐる。 

若し、 この 昔 韻、 語法 それに 單語の 分布 事 實をも 加味して 或るぶ 言^ 劃が 考 へられるなら、 區 劃 を 立てる 事は必 す 

しも 無现 でも 無用で もな くむし ろ、 茶 だ 便利な 場合が あらう と 思 ふ。 之 は 史的 考察に 於て 奈良朝 文法、 平安朝 文法 等 

と 分ける 便 立と 同じ ものである。 なほ、 この 15!: 劃 決定の 可能 を 思 はせ る 事 は 各地 方 人の 主觀に 方言 區 割の 映 じて ゐる 

雍 であり、 また 事實に ついても このお 觀の根 據を相 當立證 する 事 も 出来る、. 東西 方言の 境界線が 古來 あまり 異動して 

居ない 事實な ども 之 を 裏書す る もので は あるまい か。 仉し 言語の 變化は 突然に 起る もので なく 連 綾 的に 漸及 的に 起る 

のが 常で あるから、 ある -地點 や ある 線 を 境界と する 事 は 勿論 * 便せ， 上の チ^に すぎたい。 方言 區割 否定の 聲の 高い 


今日、 序 を 以て 讀 者の 判 斷をま つ 次第で ある" 

却說、 昭和 一 一年に 於け る 柳 m 氏の 諸 論文 は 全國备 地に 非常なる 反響 を 起し、 鄉土 研究者 又は 民俗 學^ にして 爾來、 

熱心なる 方言 研究者と なった もの も少 くな く、 各地の 鄕土雜 誌 は ゆって 方言 記事 をのせ、 方 fB 特輯 號を發 行した、 そ 

れらの 詳細 は 他の 機 會に讓 つて 省筆す るが 昭和に 於け る 方言 研究 勃興 の 原動力 は 一 に 柳 W 氏に あつたと 云って 過言で 

ない、 氏の 學界に 於け る 勢力に あら すん ば學界 にこれ だけの 新 運動 を 起し 得た と は 思 はれない。 尤も、 之 を 助くべき 

一 一三の 事實 はな ほ數 へられない でもない。 

その 中で 第一 にあぐべき もの は 昭和 初年に 於て 怫蘭 西風 の 言語 學が 紹介され た^で ある。 特に 昭和 三年の 小 林英夫 

氏の spussm.e の 言語 畢 原理の 譯出は 方 一一 一一 ！： 學を學 ぶ ものに 多大の 參考 となった。 本書に よって 所謂、 共 時 言語 學と通 

時 言^ 學 の^が 明瞭と なり、 地理 首 語學の 概念 も會 得する 事が 屮 Z 來る。 

第一 一に あぐべき は 民俗 學の 進歩と 鄉土 研究の 流行で ある . 方言 研究の 補助 舉科 として 民俗 舉的 知識の 必要な 事 は 云 

ふまで もない が、 近來、 この 方面に 良書、 良雜 誌の 刊行の 多い 事 は 喜ぶべき 事で ある" また、 政府が 近頃 特に 鄉土硏 

究 を獎勵 する こと も、 方言 研究に とって は 幸な 事で ある。 

第三に あぐべき は 1： 語 昔聲舉 の 發達 である。 明治に 於て はな ほ 直譯を 免れな かつ た國語 昔聲學 も^ 久 n 、 祌保 氏 等 

の^ 力に よって 漸く 外國の phonetics より 獨立 する 域に 達し、 昭和 叫 年に は 日本 昔 聲舉の 如き 大部の 學書を 有する に 

至った。 更に 特筆すべき は 昔聲學 協會の 設立され た 事で ある。 本會は 石黑魯 平、 三 宅 武郞氏 等の 盡 力の 結 菜、 大正 十 

^たや 卜 月 創立され 上田 萬 年 博， 士を會 長に 藤 岡、 新村兩 博士 を副會 長と し 日本語 及 日本領 土 內の言 語の 昔聲を 研究す る 

を 目的と する、 從 つて 方言 方 音 を調丧 する 事 を 一 事業と し、 方言に 關 する 記事 は その 機關 誌、 音聲學 協會々 報 誌上に 
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揭 げられ る 外、 年刊の 「昔聲 の 研究」 に は 特に 方 一一 一一 c 研究の 一 攔を 設け 有益なる 論文、 報 吿を發 表して ゐる J その外、 

例會に 於て 親しく 方 昔 を 地方 人より 聽 取して 之 を 研究す る 機會を 作り 旣に秋 田、 土 佐 等の 方 昔を聽 取して ゐる。 

この 側から、 從來 頗る 缺點の 多かった 方言の 音韻 的 研究が 擧 的に 行 はれて 来た 事は大 なる 進歩で ある、 特に 服 部 W 

郞氏 等の 各地 方言の アクセント 研究 は 注目すべき もので 服 部 氏 は 「音聲 の 研究」 ゃ雜誌 「方言」 の 誌上に その 研究 を 

寄せられて ゐる。 氏に よれば 近畿 ァクセ ン トと 東方 ァクセ ント との 境界線 は 靜！： 愛知の 所謂 東西 方 一一 一一 口 境界線より 西の 

愛知 三重 間の 捭斐 川の 線に ありと 云 ふ、 なほ 氏 はァク セン トを 以て 語法 形式より 更に 固定 的に 根本的なる 言語 分類の 

檩準 とし 之に よって 方言^ 劃說に 一 つの 新說を 提議し 次の 如き 假說 を屮 I して ゐる。 

一 近畿 方 言 

(甲種 方 言 

メ  〖四國 方 言 

0  0 丄 

/  f 来方 方 言 

"乙種 方 言 

I 山陽迢 方 言 

東北 方言、 九州 方言-に ついて は 精^ をして な いが 特^な 位置 を も つもの かと 云 ふ 推定 を發 表して ゐ る。 

次に 最近の 方言 學界の 消息 をス ケ -' チ して 本章 を 終りたい。 

方 一一 一一 c 學會の 中で 最も 早く^ けられた の は 東京 帝 國大學 文 學部國 語 研究 室内の 方言 研究 會 である。 この 會は 昭和 三年 

十一 一月、 柳 田 氏の 發起 により、 東京 朝日 新聞社 樓 上で 開かれた 東條の 方言 採集 手帖 出版の 記念 會の 席上で 成立した も 

ので、 當夜は 上田 博士、 藤 岡 博士 も 列席され て 居られた リ 

昭和 五 年 五月に は 東京 文 现科大 學內に 東京 文理 科大學 方言 研究 會が 生れ、 翌六年 五月に は廣島 文理 科 大舉內 に廣島 


方言 學會、 京都 帝 阈大學 文 舉部內 に 近畿 國^ 方 一一 一 n 舉會、 東京の 國學 院大學 内に 國學 院大學 方言 硏究會 が 生まれた。 

i 近 こや、 ける 方言 關 係の 刊行 書の 激增は 意想外で あるが 之 は 姑く 置き、 方言に 關 する 叢書 風の ものの みの 主要な 發 

行 所 を あげても 盛 岡 市 橘 氏の 一言 社、 干葉 市 川、 本山 氏の 日本 民俗 研究 會、 東京 市 岡 村 氏の 鄕土 研究社、 岡山巿 

桂 氏の 周 山 文献 研究 會、 福 岡 市 梅林 氏の 土俗 玩具 硏究會 の 多き に 上り、 目下 休刊して ゐ るが 富 山 巿大田 榮太郞 氏の 

方言 集覽 稿の 如き もの も ある。 以上 は鄕土 研究社の もの を 除いて は 謄寫版 印行で ある。 この類の 中の 白^と も 云 ふべ 

き は 刀 江 書院 發 行の 言語 誌叢刊 である。 之 は 藤 岡、 新 村、 柳 田の 三 氏の 發 起で 昭和 五 年から 發刊 された もので、 日本 

各地 方の 方言 並びに 東方 諸 民族の 言語に 關 する 調^ 研究 を， に 紹介 せんとす る もので 第 一 期、 第一 一期 备四 冊づっ 併せ 

て 八^ を旣に 公刊して ゐる。 

一一 一一 口語 誌 叢刊の 如き 純舉術 書が 叢書 體で 續刊 される こと は 全く 聖代の 惠澤 であるが、 方言の み を^ 容 とする 雜誌 「方 

一 一一 ョー が春昜 堂から 月刊 約 八.；. 頁の 分量 を 以て 發賫 されて ゐる こと も、 他に 國語 又は 言語 專 門の 雜 誌の 一 冊 も 出て 居な 

ぃ我國 の現狀 では 寧ろ 不思議な くら ゐ である。 本誌 は 東京 方言 舉會 (前に 述べた 東京 帝 犬の 方-百 研究 會の 改稱) の 幹 

部と 春陽 党との 合議の 結采、 昭和 六 年 九月より 创刊 された ものである。 地方に 於け る謄寫 版の 方言 雜 誌に は 盛！： 市の 

一 言 社から 方言と 土俗が 昭和 五 年 八月から 刊行され 旣に 第一 ー卷を 終り 第三 卷第 一 號を發 行し 一 一十 五册を 出して ゐる。 

その他- ^山^ 川 町の 金 森 氏 は 昭和 六 年 七 =： から 越 中 方 一一 一一 ！： 研究 彙報 を發 行し、 幅 島 郡 山 市の 山- ト氏は 同年 十月より 方 

言と 圃文學 を、 愛 嫒縣壬 生 川 5- の 杉 山 氏 はいよ のことば を 印行 頒布して ゐる。 

ラ. チ ォ放迗 では 昭和 五 年 八月の 「ことばの 講座」 で 東 條が方 一一 ー「- について 放送した 外に、 名 古屋の 放送局で 春 日 井 氏 

は 「尾 張の 方言」 について 放送し、 特に 日本 放. 送協會 九州 支部の 計畫で 昭和 五 年の 十月より 昭和 六 年 三月まで 十 名の 
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講師に よって 「九州 方 一一 一一 n 講座」 を 放送され た 事 は 特筆して よい、 これ は 熊 本 放送局の 法 川 氏の 盡カ による ものと 聞い 

てゐ る。 廣 島放途 局に も ある 計畫 があった が 沙汰 止と なった。 

方言の 研究が 舉界の 注目 を惹 くと ともに 帝 國學士 院ゃ啓 明會が 方言 研究者に 對 して 補助金 を 交付す る 件 數も渐 く 加 

はり、 又、 東洋 文庫が 宮良 氏の 八重 山 語彙 を 刊行す るな ど 有力な 財 W が この 方面に 後按 する 察 は 學界の 慶事で ある、 

い つ か 日本 方 一一 一一 n 大 辭典 の 編纂が か k る 方面の 助成に よって 實 現される 日 を 期待したい。 

近年、 若き 舉 徒で 方言 研究 を その 研究題目 とする もの の 年毎に 加 はって 來た事 は 若き 日本 方言 學の 前途 を 約束す る 

ものである。 (伊波、 宮良兩 氏の 琉球語 研究、 小 倉 博士の 朝鮮 方 一一 ー5 研究に ついては、 ここに 割愛す る。) 

C) 本章 關係 參考 論文 及 著書 

刊行 方言 書目 東條搮 广國語 敎育 笫十 六卷第 九號 方言 研究 號) 

方 首 研究の 過去 現在 未來 橘 正 一 (國學 院雜誌 昭和 六 年 二月 號) 

昭和 方言 研究の：.； 大 特質 東條搡 (國語 教育 第 十六 卷 第五 號〕 

最近の 方言 研究に ついて 東條搮 (書物 展望 昭和 六^ 十一月 號) 

方言 周凼 論に ついて 橘 正 一 (方言と 土俗 第二 卷第 十二 號) 

近畿 アクセントと 柬方 アクセントとの 境界線 服 部四郞 (昔 聲の 研究 第一 ニ輯) 

國語 諸方 言の アクセント 槪觀 服 部四郞 (方言 第一 卷 第一、 笫三、 笫 四號、 第二 卷笫 二、 第 四號、 未完) 

放送 講演 蕖 九州 方言 講座 (日本 放送 協會 九州 支部 發行) 

方言 研究 法 私見 


方. 一一 H 研究 も 一一 一一 n 語 研究の 特殊な 場合で あるから その 研究 法 も 一般の 言語 研究 法と 大同小異 である" た^、 その 資料が 

文獻 より は活 きた" 語 を 主要な ものと する 點で、 文獻を 主要な 資料と する 文語な どの 研究と 違 ふ。 尤も、 方言 研究に 

も旣 の 方 一一 一一 n 集 や 他人の 報 岳： たど を 村 料と する 場合 も 多い、 この 時に 要する 注意 は 一 般 の文獻 による 言語 調奔の 場合 

と 同じ ものである、 卽ち、 第一 に、 その 表記法 を 通して 眞の發 音 を 洞察す る ことが 肝腎で、 その 表記法の 性質 を 正確 

に つ かむ 事が 大切 で あるへ 第二 に は 誤記 ゃ脫字 の 有無 を發 見す る ことで あり、 第三に は 說明ゃ 注記 の 意味 を 正解す る 

ことで ある。 これ 等 は 皆、 かなり 困難な 仕事で ある J 國文學 の 方で 考 勘の 作業に よって 本文批評が 行 はれる やうに、 

12 一  地方の 文 H を澤 山に 菜め て 比較す るか、 その 地方の 人に 正否 を 質問す る 以外に あまり 良い 方法 はない。 前代の 方 

言 を 研究す る に は文獻 による 外の 手段 は考 へられな いので 之 は 仕方がな いが、 現代の 方言 を 調 杏す る な ら出來 る だけ 

臨 地 調^ による ベ き も の で , 文獻 による 調 杏 は 止む を 得な い 場合 の 補助 乎 段と したい。 

實 際の 一一 一一 c 槳を 聞いて 之 を記錄 する 場合 を考 へ て 見る d 自己の 鄕 里の 言葉 は內 省に よって 不十分ながら 書 §e める 事 も 

出來 るが、 他 地方の 方 一一 一一！： は、 之 を その 地方 人に 求める 外 はない。 この場合に 鄕里を 遠く離れて ゐる 地方ん から 純粹な 

方 一 一 一一；： を 聞かう とす るの は 無理で ある、 鄕 里の 言葉 も 他 地方 に 居て は 思 £ す 事 の 豫想外 に 困難な 事 は 誰し も 經驗す る 事 

である、 東京 は 全！： 备 地の 人の 集まって ゐる 所で あるから、 東京に 居て 全 國の方 I；： を その 地方 人から 採集す る 事は不 

可能で はない が、 その 多く は 不純な 歪んだ ものである 事 を先づ 知らねば ならぬ。 

そこで 純粹な 方言 を 知る ために は、 その 地方まで 出かけて、 その 土地の 雰園氣 に 十分 ひたる 必要が ある。 さう して、 

その 方言 を 分に も 使へ る 位に なつてから 地方 人と 接觸 しながら、 自然に 採集す るの が 最も 理想的で ある J また、 ^ 

集す るに はなる ベ く 自然 の 狀態 で 採 奥す るの が 理想で あるから、 地 方 人 同志 が 憚る ところ なく 高談 放 語す ると ころ を 
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物 蔭に 居て 速記す る 事が できれば、 最も 妙で ある J  (但し 途上 や 車中で 探 集す る 時には、 話者が 果して その 地方 人で 

あるか どうか を 一 應 確かめな いと 往々、 他鄉の 旅行者な ど を その 地方 人と 誤る 事 も ある、 汽車 中の 探桀 などに は 特に 

この 注意が 必要で ある。) 

かう した 自然の 採集 を 多く 累積して、 その 中から 音韻、 語法の 法則 を 一通り 歸納 的に まとめる 事が 出來、 また 备方 

面の 土語 をも蒐 菜し 得れば 最善の 採集で ある。 しかし、 之 は 短時日の 旅行で は 望めない 事で、 そこに 移住す るか、 又 

はかたり 長く 滞在して 初めて 可能な 方法で ある リ 

從っ て、 短時日の 中に その 方 一一 一一 口の 輪郭 だけで も 眺めたい と考 へる 時には、 次の 如き 便宜 的な 方法で も 採る 外 はない 

ので ある U 卽ち、 柁集者 は 旅行に 先立って 先づ 調奄， の 準備 をす る。 第一 に は その 地方の 方言 書 や 隣接 备 地の 方言 書 を 

精讀 して その 方 一一： 一口の 大體に 通じる と 同時に 調奄享 項、 質問 事項 を 整理す る。 萬 一 、 資料の 少ぃ 場合に は、 その 地の 敎 

育會ゃ 師範 舉校 などに 照會 して、 之 を 得る ことが 出来よう。 

第二に 調 茶 地點を 選定し、 その 旅行の 日程 を 定める 事で ある、 この 地點を 定め 兼ねる 場合に は、 その 地方 人に つい 

て 言語の 中心地 を 尋ねれば よい、 國界 や、 舊藩 領域 や、 山川の 分布 狀態 や、 交通路 線た どが その 參考 資料と ならう。 

第三に は 旣刊の 方言 採集 簿 とか、 方言 採集 手帖と か 云 ふ もの を携帶 する ことで ある、 之 は全國 向に 作られて 居る の 

で、 或る 地方に は必 すし も 適切と は 云 へない が^ 國 的に 變異の 多い 方言 は 多く 集まって ゐ るので 參考 になら う。 

次に は 愈、 その 地方に 乘 込んで 適當な 話者 を 求める 事と なる が、 この 選定 は 頗る 困難で ある、 知識階級 でない 下曆 

の 人 ほど 純粹な 方言 を 使 ふわけ であるが、 此 等の 人に 質問 條項 など をつ きつける 事は勞 多くして 得る ところが 少ぃ、 

この 方面 は 自然 探 集が 利く だけで ある。 例へば 漁師に 舟の 名稱 とか、 魚の 方 一一 一一 I： とか、 漁具と か、 天象に 關 する ものと 


かを實 物 を 指して 敎へ をう ける 程度で ある、 之 も調夾 者が 碎 けて 出ない と 中々 話して 吳れ ない 、「語らせ 上手」 でない 

とむ づ かしい。 これ は 全く 技術で ある。 

老人 もよ い 話者で ある。 しかし、 一般に 話者の 云 ふ 事の 悉く を そのまま 信用す る 事 は 出來ぬ 者で あるが、 話者が 老 

人で ある 場合に 於て 特に さう である。 老人に 惡氣 はなく とも 忘れた と 云ひ荥 ねる 意地 も あれば 記憶の 誤り も ある。 

女 もよ い 話者で あるが、 女舉 生や 旅館の 女中 は、 新しい 言葉の 持主で 話者た る 資格が 乏しい、 また 女 は 一般に 恥ら 

ひ 勝で 多人数の 同性と ー緖 でで もない と 語らない 場合が 多い。 

話者と して 適當な 老人 や、 婦人 や、 農夫 漁師な どの 人々 を 十分に 利用で きないと なると 多くの 探 集 者 は 小 學敎員 を 

話者に 選定す る。 小學 校の 訓導 は その 地方 生れで あり、 國語 に關 する 理解 も あり、 時には 方言に 關 する 興味 を もって 

ゐ るん も少 くない、 從っ て かなり 立派な 話者と 云 へ る。 一 般に 方言に 關心を もつ 人を發 見で きたら 採集 者の 非常な 幸 

幅で ある、 かう 云 ふ 人から は 意外に 澤 山の 材料 を 供給され、 貴重な 事 實を敎 へられる 場合が ある" 探 集 者は虛 心に 此 

等の 話者の 云 ふ 事 を 聞き、 忠實に 之 を記錄 すべきで あるが、 同時に、 話者の 方言 は その 話者の 方言に. まる 事 を も 注 

意し なければ いけない。 一村に 一二 人の 話者が あって、 その 云 ふところに 矛盾が あっても 怪しむ に 足りない。 各人の 言 

語 經驗は 相 遠して ゐる わけで あるから A の 知らざる 所 を B が 知り、 B の 知らざる ところ を C が 知る と 云 ふ 如き 事 は 極 

めて 多い、 この 理由から 話者 は 多い 程 結構で ある、 師範 舉 校の 生徒の 利用な ど は 周到な 注意の ドに 行へば よい 結果 を 

得る。 

質問 事項 は具體 的な もの を 選み 抽象的な 法則 的な もの を 避ける 必要が ある、」 文法の 素養の ある 話者な ど は 鬼 角、 法 

则 的な 事 寳を敎 へ て くれる 場合が 多い が、 之 はたに 參考の 程度で 聽取 すべ きで ある。 話者に あまり 學 問が あると 言語 
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法則 を獨斷 的に 立てて 之 を 固執す る 弊がない でもない。 

話者の 選擇 はかく 困難で ある、 之 をして 自由に 純粹 な方霄 を 語らせる 事 は 一 層 困難で あり、 之 を如實 に記錄 する 事 

は 更に 困難で ある ノ 學者 は必す しもよき 採集 者で はない。 ジィ H  a ンが、 音の 表記に 巧に 話術の 妙 を 得た ニド モン を 

協力者と した 所以で ある。 

短時日の 方言 採集 を 成功に 導く ために は、 よく 選ばれた る 地點に 於て、 よく 選ばれた る 話者に、 よく 選ばれた る 質 

問 事項 を、 自. m に 答へ させて 之 を 正確に 表記す る 事が 必要な 條件 である。 言語地理 舉的 調^に 於て は、 地點、 話者、 

質問 事項 の 選定と 表記法の 正 否 とが、 その 調 杏の 運命 を 決する 次第で ある" 

臨 地 調^に よらないで 書面の 照會 によって： s 答 を 求め る 場合 にも この つの 條件は その 調 茶の 成功 か 失敗 か を 決お 

す る J 

質問 條項 は全國 一 齊 に調赉 すべき 直 要な 調奄 事項と、 その 地點に 適切なる 特殊の 調 杏 箏^と から 成る 事が^! ましい" 

調 杏 地點は その 地方の 各 小 方言の 中心地の 外、 交通路に 沿って 定めたい。 その他、 國境 附近 は 特に 精^す る 必要が 

あり、 離れ 里 や 海 島は必 す、 洛 して はならない。 

話者 卽 ち 囘答者 に は小畢 校訓 導 や 町村 役場 吏員 を 選む のが 無難で あらう、 之 も. i~ に 篤志家の ある 場合 は 別で ある。 

表記 文字と して は 世界 音標文字 を 推獎す る わけで あるが、 一 背 嫛學 の 知識の ない 採集 者は片 假名 を 使用し、 特殊な 昔 

に： 午 假名 を W ゐ たら どうかと 思 ふ。 

以上の 如き 用意 の 下に 行 はれ る 方 首 調 杏 は 一一 一一 n 語 地理 舉的調 杏 として は 先づ滿 足す ベ きものと なる であら う。 

言語 地顼舉 的な 調^で なく、 一  地方の 言語 現象 を沌れ なく 記载 しょうと する 木來の 方言 事の 立場に 立つ と 之 は その 


地方 人 を 除いて は 完全な 調 杏 は^めない。 如何なる^ 舉^ と雖 も^かな 口 子で は 一 地方の 言語 現象 を 細かく 觀 察し 得 

る もので はない。 その 地方に 生れ、 多年 その 地方に 暮らして その 地方の 自然 や 人事に 通じて 居る 地方 人に して 初めて 

完全な 蒐集が 出來 る わけ で あ る 。 

多^、 方言 を 集めて ゐる 地方 人で あっても * 相當な 素養と 言語に 關 する 深い 觀 察がなければ、 専門家の 短時日の 調 

杏に 及ばない 場合が ある。 その 素養と 云 ふの は .： 首聲學 と 語法 學とを 中心とし、 之に 民俗 舉の 知識が あれば まづ相 當 と 

考 へる。 勿論、 言語 を 探 集す る 事で あるから、 博大な 知識の 持主 なれば なる 程 精細な 觀 察が 出来る わけで ある、 天象 

の 方言 を 集める に は 天文 學の 知識の ある 人が よく、 動植物の 方言 を 集める に は 博物 學の 知識の ある 人 なれば 一 降よ い、 

此 等の 知識 は あれば ある 程よ いが 無ければ 無くても 我慢が 出來 る、 然るに 昔 聲舉の 知識と^ 法學の 知識と を 持たぬ 人 

の 採集 は 言語 調査と しての 價 値が 乏しい。 之 を 植物の 採集に 譬 へて 見る と 好事から 植物な ど を 集める 人の 採集と、 植 

物舉 者の 採集との 相 遠が ある。 専門家 は 全國の 植物 分布に 略 通じ、 集む ベ きものと 然ら ざる ものと の^を 知って 居り、 

^める 方法 を 知って ゐる、 然るに 一 地方の 狹 ぃ範圍 だけで 他 地方との 比較 を 知らぬ もの は勞 して 憒値 なき 物 を 集め、 

偶、 貴重な 標本 を 採集しても その 保存 や 整理に つ いても 遣 憾な點 が 多い。 之が 爲に十 年 問 採集に 從 事して ゐる 好事家 

の i 集が 數 日の 專門 家の 採集に も^る 如き 結 菜が 起る。 勿論、 一 地方の 方言の 記錄は 丁度 一 地方の 植物の ~  Horn と 同 

様に 理想 を 云へば * あらゆる 言語 を 網羅すべき i 舌で ある、 しかし、 その 中には 特に 研究すべき ものと 然ら ざる ものと 

が ある、 之 を 鑑^す る爲に は枓舉 的な 專鬥 知識、 少 くも 分布に 關 する 知識が 必要で ある。 

方言 の 研究 も 種 々な 視角から 行 はれる から、 目的に よって 研究 法 の變 つて 來 るの は常然 で 民俗 學 の 爲に方 一一-; n を 蒐集 

する 場合に は 音 聲學ゃ 語法 舉の 知識 は 言語 調査の 場合 程、 必要で ない。 之に 反し、 言語 調^の 場合で も 民俗 舉の 常識 
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は 一 通り 必要で ある、 單 語の 蒐集に 際して 便宜 を 得る 事が 多い。 

一 地方の 完全な フ n ラ がその 土地に 在住す る 植物 學者 によって 完成され る やうに、 一 地方の 言語 記錄は その 土地に 

在住す る 方言 舉 者の 乎に よって 初めて 完全た ものと なる。 方言 舉が 完成す るた めに は 各地 にこの 專門 的な 素養 を も つ 

採集 家が 現 はれる 事が 最も^! ましい 事で ある。 卽ち、 方言 採集の 趣味と、 その 正しき 方法の 普及が 第一 の 問題と なる。 

小擧 生が 胴亂を さげて 野外に 雜草を 集める の も、 植物採集の 第一 階梯で ある、 採集の 趣味 や 方法 はかくして 體 得さ 

れて 行く。  一^の 採集 手帖と 一本の 鉛筆と による 方言 採集 も、 この 意味に 於て 笑 ふべき もので はない- 今 こそ マての 拔 

集 物は價 値な き雜 草で 充滿 して 居ても、 優れたる 植物 舉者 がかくて 養成され て 行く からで ある。 

植物 舉 者の 中には 一 地方め 植物 目錄の 完成に 努める 人 も あり、 または 苔類と か 菌類と かを專 門と しそれ だけ を全國 

的に 調赉 する 人 も ある。 方 言 の 研究に も 恐く は 今後 は 同様な 分業が 行 はれて 進歩して 行く 事と 思 はれる。 現に 博物 舉 

者の 中に 或る 類 を 限りて 全國 的に 方 一一 ：5 を 集めて 居る 人も少 くない。 方言の 全 野 を 一 人で 研究す る 事 は 全く 困難で ある 

から、 夫々 地方の 有志 は その 地方の 調査 を分撸 し、 音 聲舉者 は 昔 韻 を、 語法 學者は 語法 を、 單 語の 如き は その 專門專 

門で 調査す る やうに なれば 方言 學は 著しく 進歩す， る 事と 思 はれる リ 

植物 を 研究す る 際に、 檫本を 採集し、 その 名稱を 知り、 惜 葉に すれば それで 滿足 する ものが 少 くない、 共と 同様に 

方言 を 研究す る ものに も-力 言 集で も： すれば 能事 終れり と考 へ る 者が 少 くない。 一 步 進んで 分布の 調査で も 出來れ 

ば、 それ 以上に 進んで 研究しょう とする 人 はごく 稀で ある" しかし、 分類 學が 植物 學の 入口で ある やうに、 方言 集の 

作成 は 方 一一： 一 〔研究の 第一 の 準備 行爲 たるに 過ぎない。 植物の 形態 や 生理の 學 問が ある やうに、 方言で も その 生態 を 究め 

る 事が 最も 舆 味の ある 方面で ある、 方言 集 や 一一 一一 a 語 地圖の 作成 は その 基礎 を 作る に過ぎない。 言語 地圖を 作つ て も N を 


「- ほむ.」 ^が 行 はれなくて は 岡 を 作った S. 斐 がない と 云. ふ ものである。 仉し、 地阖の 作成 は 通人に も 屮ぃ來 るが、 之 

を讀 むと なると、 研究者の 天分と 舉 問の 有無の 差が 顯 著に 現 はれて 來る、 知識の 狭い 透視力の ない ものの 「讀 み」 は 

徒ら な獨斷 となり 「ひとりよがり」 となる。 之は戒 しめなくて はならない。 

以上、 柁 の 種類 を 中心として 採集 方法 を 述べ て來 たが 之 を 要約す ると 次の やうになる。 採^に は- 乂獻 による も 

のと、 聽取 による ものと ある、 一 つ を：；： の 採集と すれば 一 つ は 耳の 採集で ある、 目の 探 集 は 出来るだけ 之 を 避けな け 

れ ばいけ ない。 も む を すん ば 耳の 採集に よつ て 之 を 正す 必要が ある。 

- 斗の 採集 者に も 旅人と 移住者と 土人との ^別が ある、 旅人の 採集 は淺く 土人の 採集 は 深い、 ある 人 はこの 土人の 株 

^を 「心」 の 採集と 云って ゐ るが 至言であって、 眞の 方言 硏究は 素養 ある 土人の 手 を 待つ にあら すん ば 完成の 見込 は 

ない。 n 木 語 を眞に 理解す る は 日本人の みなる が 如く、 方言 を^ 當に 理解し 得る もの は その 地方 人の みで ある、 しか 

し、 我 W に 日本文法 を 外人 教師から 敎 へられた 時代が あった やうに、 土人が 他 地方 人から 敎 へられる^ も 多い。 旅人 

は 比較的 早く 他 地方の 方言の 特色 をつ かむ 事が 出来る、 之は环 馴れぬ 言葉に 氣 づく爲 である、 外形的な 特色 はっかむ 

ものの、 その 言語の 核心に 觸れる 事 はまた 旅人に は 許されない。 この 一一-一 e 葉の 魂 を 握る ことが 土人の 尊 さで あるが 一 方 

索 養な き 土人 は 比較に よって 玉石 を辨釗 する 手段 を 知らない。 こ こに 旅人と 土人との 中間に 位する 移住者の 地位が あ 

る、 移住者に よって 方言 集が よく 編 募され るの はこん な 事情が あるので ある。 しかし、 結局 は 優れたる 土人の 蒐集 こ 

そ 最も 期待す べき ものである。 

採^者と 話者と について あまり 多く 語りす ぎた やうで ある、 今度 は その 研究 法に つ い て 略述して みるり 

言語 研究に はいつ も 音韻、 語法、 單 語の 一二 部門が 問題と され、 綜合 的 研究の 前に ー應、 この 各部 門に ついての 分科 
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的 研究が 檢 討され る。 アクセント は 音韻に、 語 構造 は單^ の 調査 中に 攝 してよ い。 

單語 から 述 ベ る 。 is- 語 の 調^に は 方言 探 集簿な ど を 利用す る 事が 初擧者 にと つて 便利で ある、 採集 簿の 内容に つい 

て は旣に 之を說 いた、 尤も、 採集 簿 によれば 所揭の 標語 以外の もの を 集める 事 は 困難で ある、 言語地理 蓽的 研究で 一 

定の單 語に 限って 蒐集す る 場合 は それでも よいが、 あらゆる 地方 語 を 採集す る 場合に は 標語に のみた よる 事 は 出來た 

い、 各地 特有の 言葉で 標語に 表 はすべからざる ものが 多い。 た/初 學 者に は 漫然と 集める 事 も 出来ない から、 假に採 

集の 要領 を 示した ものが 採集 簿で、 云 はぐ 習字に 於け る 永 字 八 法で ある、 格 を 習ったら 格 を 捨てる 覺悟 がいる。 採集 

手帖 無用 論 は 寧ろ 方言 學 の 進歩 を 意味す る もの で ある、" 單語を 集める 場合、 話者に 話しよ い 氣分を 作る 必要 は 前に も 

述べた、 話^の 心に は餘裕 がなければ ならない、 仕事の 終った 夜と か、 雨の 降る 休日で 話 相手の ほしい 時に 爐邊た ど 

の 世間話から 人って いってよ い、 酒 や 煙草 を 利用す る もよ からう し、 俗謠ゃ 昔話から 引出す もよ からう、 こちら も 方 

一一： E を 使 ふ 位なら 一 層よ い、 或る 探 集 者ば 話者に 方言 畢界の 現況 や 研究の 趣味な ど を 聞かせる と 云 ふが、 話者が 敎 育の 

ある 人なら 之 も 一 策で あらう。 但し 探 集 者の 喋 舌 は嚴に 戒めねば ならない。 

か k る 環境 は 話者の 心に 安 慰を與 へ るが、 は取 初に 質問す る 材料 は 話者の 熟知す る 事項で なければ ならない つ 漁村た 

れば 漁の 話、 山村 なれば 山の 話、 雪國 なれば 雪の 話、 養蠶地 なれば 蠶の 話、 かう 云 ふ 主題 を 選んで、 之 を 主 線と して 

連想に よって 諸方 面に ふれて 行く。 また 時には その 話者の 身邊を とりまいて 居る 什器、 道具の 名稱ゃ 用法から 衣服、 

住宅 等の 細部に ついて 實物を 指して 聞いて 行く の もよ い、 之 も 細かく 聞いて 行く と 驚く ほどの 针 料が ある。 次に は そ 

の 時節に 密接な 話題 を 選む、 田植 とか、 祭禮 とか、 小正月の 行事と か を 中心に して 之に 關係 ある 事 を 細大と なく 語ら 

せる。 娇^、  0, 葬式た ども 適 當た埸 合に 語らせて、 之に 關 する 名詞 は 勿論 特殊た 動詞、 形容詞な どに 特に 注意し 


て II 取す る。 或る 話 题を屮 心と して 速 想に よって 脔 く關 係の 單語 を^め る 方法で ある。 この 際、 注^すべき， は 抽象 

的な 名詞 や、 動詞、 形容詞の 如き 用言に 特に 心 を 配ば る 事で ある。 また、 方言の 各 語の 意義 はかなり 理解す るに 困難 

たもので あるから、 名詞で 實 物の ある もの は 實物を 見たり、 勐詞 や、 形容詞 や 副詞な ど はよ くその 用法 を 例によって 

^込む 事が 必要で、 檩準 語の 對譯 によって 安心して はならない。 

方言 集の 各 語の 譯に、 い k 加減な 標準語 を あてて 滿足 する 事 は 頗る 危險 で、 長い 文句 を 使っても 委曲に 之を說 明す 

ベ キ- もので、 檫 準 語と 類似の 觐 念なら 猶更 その 區^ を 卜 分に 記すべき である。 方 一一 一一 II 中の 類似 語に も その 用意が 入る、 

痛 む^を 「ハ シル」 「一一 ガム」 「 コ ヮル」 と 云 ふなら、 その IE!: 別 を 明かに しなけ 比ば ならぬ。 

この 逆に、 檫準 語から 方言 を聽く 場合に も 同様で ある、 極端に 云へば、 檫準 語と 全然 同じ 意義の 方 一一 一一 n は 極めて 少ぃ 

と 思へば よい。 實 物の ある もの は實物 を、 無ければ 繪畫 でも 示す のが 理想で ある。 

m^i の屮 で^ 構造に 關 する もの は、 同じ 接頭語 や 接尾語 を 含む 一一 S 葉 をなる ベく 多く 集める 必要が ある。 「狹 マコ ィ」 

「ブチ コ ヮス」 「フ ュシゴ 口」 など を あげて 「^ コ ィ」 「ブ ンナ グル」 「ヲ シゴ 口」 等等 を 求めて 行く 方法で ある。 

この 外に 擬聲の 副詞 や、 兒童語 や 地名、 ん^ など も 暇が あったら 集めたい。 之 も 地方に 特殊な もの を屮 心と すべき 

である。 

^ の^ 桀 に比べて 極めて 困難な の は 語法 の 調^ で あ る 。 抽象的な 發問法 は 厳禁 であると 云 ふより、 法^ は 他ん に 

問くべき もので なく、 地方 人の 會 話から 採集 者の 力で 分析し 歸納 すべき ものである。 地方に は 地方 人 特有な 考へ 方が 

あ リ^ 想發表 法が あるの で 旣成 語法 では 律すべからざる ものが 多い。 しかし、 單語 の 採集に 方 言 採集 簿を 利用す る や 

うに、 從來の 標準 口語 法 を 準則と して 比較 研究す る 事が 便利で ある。 これ も ：！ 語法に 拘 はれて はや はり 地方 特有の S 
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ひ 方 を 失 ふ 恐が ある。 出来るなら 地方 人の 會話 を澤 山に 速記して その 屮から 法則 を歸納 する のが 正道で ある。 ^し * 

一時の 便法と して は 文法の 各 形式 を 含む 短文 を 方言 譯 させる の も 一 法で ある。 尤も この 時に 出来る 方言 譯は必 すその 

例文に 引かれて 純粹な 形で はない から 全文 を 方言 形と 考 へて はいけ ない。 

この 短文の 方言 譯 について は 柳 田 氏の 云 はれる 通り、 平等の 友人 同士の もの を 基準と し、 目上、 目 P 'への 云 ひ 方 を 

求めて 行く 事が 適當 であらう、 待遇 關 係の 發 表の 發 達しない 地方 も あるが、 驚く ほど 細かな 言 ひ 分け をして ゐる 地方 

も あり 國語 の 方言 調奄 とし て は 先づ 之 に 着目す べきで ある U 

調 杏すべき 語形 式の 種類 は列擧 する に 困難で あるが 動詞、 形容； I の 活用と、 助動詞の あら はす 穂々 なる 衮現 法、 助 

^ の あら はす 種 々なる 意義が 方 一一： 一 II に 於て 如何なる 語形に 變 化して 居る か を先づ 調ぶ ベ きで ある。 こ の爲に は 調 赉者は 

かなり 精密に 檫準 語法に 通じてお く 必要が ある、 「ァリ ガト ー. ァリ マ ス」 とか、 「ョ ミナ サイ」 とか、 「ォ カシ イデ ス」 な 

どが 異様に 感じられる 位の 練習 は 必要で あらう。 

語法の 調査 は 頗る 困難で、 現在 行 はれて ゐる 諸方 法に は 皆 缺陷が ある、 柳 田 氏が 「採集 は 不用意の 會話 から 寳際川 

ゐて 居る もの 卽ち、 活 きて ゐる 一一 一一 C 葉 を 前後の 績き と共に 覺 えて 來る」 事を勸 めて 居られる の は 同感で あるが、 旅行者 

の柁粜 として は 屮々、 この 方法で は 文法の 重要な 形式 を 必要な だけ 集めに くいと 思 ふ。 動詞、 形容詞の 活用な どは發 

問 法 W 外に は 集める^ がない やう だ。 所 ls、 惯用 語句、 例へば 朝夕の 挨拶 や、 吉凶の 挨拶な ど は 固定して ゐる もので 

あるから 之 は 容^に 記錄 される リ 

更 に 音韻 調 杏 となると、 耳と 舌との 素養 の 必要 をカ說 せざるを得ない、 音聲學 の 现 論と 實際 とに 通じて ゐる 專鬥 家 

にして 音 5g の 調 W は. 初めて 可能と なる、 一昔 聲學を 知らざる 者 は 勿論、 その ^論の み を 知って 耳の 發 達せざる^ は 昔^ 


^wi: に 音 颉 組織の^ W に關與 する 椎利 はない。 從っ て 音韻組織 につい て ゅ發問 法の 組き は 調^^が 直接、 話^の 鬣 

際の 地方 昔 を！！ 取す る 場合に だけ 有效 である。 書面に よって 昔 韻 組織に 關 する 囘答を 求めるな ど は 無益なる のみなら 

す 寧ろ 有害で ある〕 昔^ 組織の 調^と して、 あまり 完全な 調 茶 法で はない が、 人工 口蓋 を 使 S して： 1蓋 圖を とる 事 は 

もう 少し 流行しても よいと 思 ふ。 こ の 口 ^圖 によって 舌と 口蓋との 接觸狀 態を實 測す る 事が W 來る、 地方 音の 母 昔、 

子 昔 の 調 ー背 狀態は これ だけで も 現在より は 明かになる であらう。 

•PT を 練お する 爲には 基本 母音の 語 學レコ ー ド など を 利用しても よい、 之 は Jcnes の 吹 込んだ ものが 發資 されて ゐ 

る。  ず-あ 

今日の ところでは 音！ # 學 者が 直接に 臨 地調奄 をす るか、 地方 人の 發昔 を- 个 n 板に 吹 込んで 之を举 者に 鑑^して もら 

ふ W: 外に、 地 方 音 の 音韻組織 を 明確 にす る.^ 法 はない。 

(ァク セン トは 昔樂に 堪能な 人に よく 間き 分ける 人が ある、 ある 選 まれた 代表的な 軍 語の ァクセ ン卜を 調 水 =: すれば 

地方の ァクセ ン トの 大體の 性質 は 分る やうで ある、 之 も. 斗の 發 達しない ものに とつ て は 調^ を あきらめ るより 外 はた 

い 0) . 

國語 方言の 音韻 現象 中で 最も 注意すべき は 母 昔、 特に 「ィ」 「ェ」 と、 「ィ」 「ゥ」 間 の 中 問 母 昔で ある、 また 二重 母 

音の 「アイ」 「オイ」 「ウイ」 の 變化は 是非 調ぶべき ものである。 子 昔で は 良 行 音 や 波 行 音に 種々 なる 種類が あり、 加 

行.# 濁音の 分布 も かなりに 興味が ある。 昔 節で は、 「セ」 r シ-」 「ヒ" 」、 「力」 「ク ヮ」、 r チ」 r ジ」、 「ヅ」 「ズ」 などが 昔 

から 注意され てゐ る。 

此等 の 音？ ま 調査 は 單語 の 柁笫と 同 時 に 調査が で き る 。 
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^^な 昔 韻 組鈸の 調奔が 一 般の探 集 者に 困難な 事 は 前に 述べた 通りで ある、 從 つて 自信の ない 人が 音標文字 を 使用 

す る 事 は 遠慮し て もら ひたいが 此 等の 人で も 音韻 變化 の 調査に は參 加が 可能で ある。 標準 昔 節を片 假名 で 記し、 檫準 

音節 以外 の 昔 節 は 平 假名 で 書く 程度 の 表記法 で も 、 發昔 をなる ベく 正確に 寫す やうに 心掛け さへ すれ ば 所謂^ 昔 を 表 

記す るに は 間に合 ふと 思 ふ J 

^昔に つい て は 中々 困雜な 問題が ある。 第 一 に は それが^ 昔 かどう か を 決定す る 問題が 困難で ある、 例へば ーナメ 

クジ」 を 「マメ クジ」 と 云 ふ 地方が あると すると 之 は U が m に 同じ 鼻音 だから 通じた 爲に 起った 訛音 だと 昆 てよ いか 

どうか 疑問で ある、 或は 「豆」 と 云 ふやうな 心理的の 類推が 作用して ゐる かも 知れない。 「カタ ツム リ」 「力 サッ ブレ」 

の 蝸牛 方言で も S と t との 齒音相 通 だとす ぐに は 定められ ないやう である。 

第一 一は 訛 昔と 云 ふ 言葉の 意義で ある。 訛と 云 ふ 文字 は 譌と云 ふ 文字と 同字で 不正と 云 ふや-つな 意味が ある。 訛 昔 は 

所謂 ョ コナ マレル 音で ある。 しかし、 東京 音と 地方 音と について 何れが 正、 何れが 不正と 云 ふ 事 は 無論 出来ない。 又、 

古 形が 何れで あるか も 中々 決定し にくい、 古音 はよ く 地方 昔に 保^: されて ゐ るから ほんとの^ 音 はむしろ 東京 音に 多 

いかも^れ ない。 それで 1 音と 云 ふ 時には 「東京 音 を假に 基準と し、 その 基準 音と 相違の ある 音」 と 云 ふ 意味に おへ 

たい。 兎の 訛 昔が 「ォ サギ」 であると 云 ふ 意味 は、 「東京 語の ゥサギ を假に 基準と 認めて 云 ふだけ」 の 事で， 「ゥ サギ」 

を 正しい と 見る 考 でもな く、 「ゥ サギ」 から 「ォ サギ」 が 出た と考 へて ゐ るので もない。 

第三に は 訛音と 云 ふ ものの 中に も、 その 勢力に 色々 と 程度の 相違の ある 事に 注意し なければ ならない。 例へば 或る 

地方で は r セ」 を r シ- にと 訛る、 さう して 之 は 全く 例外がない と 云 ふやうな 場合 も ある。 又 或る 地方で は 「n」 を 

「ド」 と 訛る が、 之 は 大部分が さう であるが、 例外 も かなり あると 云 ふ 場 きも ある.」 又、 或る 地方で 「モ」 を 「ボ 」 


と 訛る が 之 は 「漏る」 と 「守る」 と 「餅」 だけに 限られて ゐ ると 云 ふ 場合 も ある。 又 或る 地方で は 「サ」 を 「ハ」 に 

i るが 之 は 敬稱の 接尾語 「さん」 の 一 語に 限る と 云 ふやうな 場合 も ある。 之 をた V 一様に 差別た く列擧 する^ は ^常 

でない。 

一般に^ 音 は 音節 を單 位と して 調査すべき もので 之 を 更に 母音、 子音に 分けて 觀 察する のは國 語の 場合に 於て は^ 

密 に似て 反って 正しい 取扱で ない。 

また、 音韻 變化は 連 音の 關 係から 起る ものが 多い ので、 前後の 音節と 離して 考へ るの は 正しくない。 語頭 昔？ 變化 

と ^間 音 の變 化と は 別な ものと して 觀 察する 必要が ある。 

音韻に つ い て述 ぶべき 事 はま だ あるが 豫定の 頁數を 超過す るた めに 之で 筆 を 留めて 整理の 方法に うつる。 

方言 を 採集し 終った h は 之 を 整理して 方 一一 一一" 辭書 とか 方 一一 一一 口語 法と か 方言 分布 圖 とか を 作成す る 順^と なる。 この 巾で 

方言 辭書 について 一 言したい o 

方言 辭書 では 先づ、 その 編纂 法に 疑が ある。 從來， 多く 五十音順 による 方言の 排列が 行 はれて ゐ るが 之 は 使 川に， 

^1 だ 不^で ある。 例へば 蝸牛の 方言 を 見出さん とする 場合、 この種の 辭書 では 是非、 初から 終まで 一通り 目を通さた 

ければ ならない。 之 は 数多の 地方 を 比較す る 場合に は その 煩に 堪 へない。 

然 らば、 標準語の 五十音順 排列と し、 その 下に 方言 を あげたら と 云 ふ 方法 も考 へられる が、 方霄と 標準語と はか k 

る對照 的な 方法に よつ て 比較 さるべ き 性質の もので ないから、 か k る f; 法 は 全く 机上の 本： 論で 實行 する 事 は 出来な い 

各方 言 に 對す る 適當 の 檫準 語と 云 ふ もの を 我々 は 恐く狻 見し 得た いで あらう から。 

そこで 折衷 的 方法と して、 檩準 語よりの 索引 を 五十音順の 方 一一 一一 〔辭書 に附錄 とする 方法が 考案され 實 行され てゐ る： 

方 (."wi^ 法 私 五 五 


方-:." 硏究 の槪敉  五六 

第三に は 部 門^ による 方言 排列 も考 へられる が、 之 も 如何た る 部門に 人るべき か を 決定し に く い 單語が 多くたり 

「雜 部」 のみが 應大 となって 所期の 目的に 叶 はない。 かく、 この 三種の 方法に は 何れも 短所が ある。 

方 一 W 辭 書に は その 語彙 を 所謂 方 一一 一一 a  (土語) と 訛語と に 一 一分す る 方法が よく 行 はれて 居る が、 之 は 便利で あると 思 ふ- 

また，  時に 最初に 地方 別 をした 辭書も ある。 例へば 靑森縣 の 方 一一： 一口 辭 書が まづ、 南部 篇、 津輕篇 と 分けて ゐる 如き 例で 

ある。 

一 地方の 方言 辭書を 作る 人 は 先づ、 以上の 問題 をよ く 考慮す る 必要が あらう。 

「秋 田方苜 」 (秋 田 縣蹉發 行) の 如く 昔^、 語法の 大體が 語彙と 共に 說 かれて ゐ るの は ^利で ある。 英^ 方言 辭書も 

ライトの 方言 語 法 を 附錄 として ゐる。 

また、 方 一一 ほ辭 書で は 方言の 分布 區 域が 重要な ものであるから 地 II は 是非つ けて ほしい もの だし、 ^藩 領域 阖、 方言 

分布 31 も 添へ て あれば なほ 結構で ある。 慾 を 云 へば、 その 地方の 特有な 品物の 阖譜 なり 寫眞 なりが ついて たら それ 

こそ 完全で ある、 之 は揷圖 として 各 語の 條に揭 げても^ 利で ある。 次に 語の 揭記 方に つ い て^ 想 的な 注文 を 書い て 

兌る。 之 はこの 通りの 辭書を 作れと 云 ふので はない が、 大體の 方針 を 示す ので ある。 

1 、 方言 は 昔 襟 文字で 表記し ァ ク セン トを 示す。 

一 一、 活 W 語に は 活用 を 示す。 

三、 語の 意義 を 本義、 轉義の 順で 詳細に 說明 する、 標準語 を 揭げる 場合に は方霄 との 相違 點を說 明す る。 

w、 名詞 は 必要なる 場合に は 揷圖を 以て 說明を 補足す る。 熟語、 慣用句 を揭げ るり 

動詞、 形容詞、 .I 詞、 00^\ 助詞 等 は 品詞 训の 外に 必 すその 用例 を 各 意義 毎に 擧げ る。 


五、 類似 語が あれば 之 を あげて その 相違 を說 明し、 分 出 語が あれば 之 を 併記して 參考に 供す る。 

六、 使 川 地域 を 明示す る、 之 は 町村 程度にまで 及びたい C 

七、 使用者の 年齢、 性、 職業 等 を 必要に 應 じて 記す。 

八、 その 方 1m の 由来 を 記す。 之は必 すし も 語源の 說 明で なくと も 固有 語 か 外来語 か、 古語 か 新語 か、 現在に 於け る 

勢力な どに ついて 必要な 場合に 注記したい。 死語の 場合 だったら、 その 話者 を 記す。 文書より 探錄 したる もの は 

その 出 所 を 示す、 なほ、 その 語の 起源に ついての 傳說 などが あったら それ も揭 げたい。 

その他、 敬語と か、 卑語と か、 小兒 語と か 云 ふ 注意 は 必要に 應 じて 加へ る。 

wh の屮で 最も 必要な の は、 表記法の 正確と、 語釋の 詳密と、 用例の 揭 記と、 地域の 明示で、 之を缺 いた 辭書 は完 

全 だと 云 ふ 事が 出来ない。 

獰理 に關聯 して 言語 地圖の 作成に つ い て も 語るべき であるが 之 は旣に 略述した 事で あるから、 こ こに は 省略す る。 

方言 調奔は 採集の 場合で も- また 整理の 場合で も その 地方の 特殊な 言語 現象に 特に カ點 をお いて 材料 を 網羅し、 說 

明に 常っても ノー を詳說 する 必要が ある、 すべ ての 言語 現象 を 同 一 程度に 取扱 ふの は、 如何にも 科學 者の 態度の やうで 

あるが 之 は 方 一一 一 c 研究の 立場から 考 へ ると 正當 でない。 (完〕 

〇 本章 關係 參考 論文 及 著書- 

方言に 就 い て 保 科 孝 一 (帝 國文學 第 四卷笫 ニ號 W 下) 

國語敎 育 方 盲研 究號 敎 育 第 十六 卷第 九號) 

南 島 方言 採集 行脚 -宮 良當壯 (方言 第一 卷 第二、 笫 四號) 
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み >-3w 究 の槪觀 

方言 採集 簿 保 科 孝 一 擔任、 國 語調 査委 A 會 r 國定敎 科 書 共同 贩寳 所發 行) 

方^ 採集 手帖 來條垛 r 鄉土 研究社 發 行ソ 

簡約 方言 手帖 東條饽 ー鄕上 研究社 發 行〕 

方言 研究と 一一 目 語の 正 訛 金 田 一京 助 (方言 第一 卷第 四號) 

方 一 百 研究の 方法 ^條操 (方言 第一 卷第 三號) 

方？ n 語法の 問題 永 田 吉太郎 (方言 笫ニ卷 第三 號) 

國語 音韻論 言語 誌叢刊 金 s 一京 助 (刀 江 書院 發行) 

音 訛 事象の 考察 柳 田國男 (方言 第一 卷 第一、 第二、 第三 號、 第二 卷 第一、 第 四 號) 

方言の 音韻に 關 すろ 諸 間 題 柬條堞 つ 昔聲の 研究 第二 辑) 

アクセント 境界線 及び アクセント 調査に ついて 服 部四郞 (昔 萆の 研究 第 ra 輯」 

人工 口蓋の 卽席 製作 法 淺井惠 倫 (音 聲學 協^ 會報 笫ー號 、第二 號) 

方贯集 作製に ついて 山 ^靖民 (十； の^ 第 六卷第 四號) 

方言の 譯 語に 就て 火田榮 な郞 (土の 香 第 六卷第 四號〕 
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